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1位 置 及 び 地 勢

(イ)位   置

本市は北海道網走支庁管内の東部に位しオホーツク海に面している。東は斜里郡、西は常呂郡に連なり、南は東藻琴

村を経て釧路国に接し、東経四十四度十四分、北緯四十四度三分に位置している。

(口)地

地勢は概ね南方に高く、藻琴山を経て釧路国阿寒の雄峯を望み、西は網走湖、能取湖を経て北見平野に連つており、

網定川は流程 95K128、その源を阿寒群峯に発し、津別川、美幌川等を合し網走湖に入り再流してオホーツク海に注

ぐ。その下流に本市を形成している。その他藻琴山に源をもつ流程 51R927の藻琴川をはじめ、大小の河川及び各種

の湖沼発達し、中でも網走湖は周囲43粁余、能取湖は31粁余、藻琴、溝沸測守点在している。海流は主として対馬暖

流が宗谷海峡から東流しているが千島寒流の一分派の流入を見ることがある。               ‐

2  詔 障 革

天産ゆたかな風景のすぐれた網走附近は数千年の昔から原住民族の楽土て、今に残る豊富な遺跡がそれを証明してい

る。ここに和人の来住するようになつたのは貞享年間(1188,)松前藩の宗谷場所開設以後であり、網走に実際に漁場

の開かれたのは寛政10年 (1.798)以 前、村山伝兵衛請負の末期と推定される。今から約百五十五年ほど前のことで

ある。村山伝兵衛は藩主直領の宗谷、斜里、雨場所の請負人として北海道沿岸開発の端緒を開いたのであるがこの地

方の漁業を近代化し、その開発を積極化したのは文化 5年 (1・808)から明治初期までの半世紀以上にわたる藤野家

の経営の結果であつた。この期間に増われた網定の実力は運上家のあつた斜里を凌いで明治の発展を迎えた。蝦夷地

が北海道と改められ、北見国網走郡の呼称が定まり、その中心地に網走村の名が与えられた。明治12年網走郡役所が

置かれ同30年にはその管轄区域をもつて網走支庁が設置され、一貫して北見の行政中心地としての歩みを続けて来

た。その基本は明治 5年 3月の村名確定の時に創まるとぃぅのが網走開基の根拠である。

】ヒ海道の開拓は海岸から内陸へ移つた。Jヒ見開発の前途に立塞がつて｀ヽた中央山脈と千島火山脈は明治23年の911路道

路 (網走～釧路間)翌 24年の中央道路 (網走～旭川間)の 開通によつて相ついで突破され新天地を望む移住者の群が

続々と雪崩れこみ明治30年の屯田兵入地と前後して内陸には点々と農村部落の発生を見、網走背面の生産力を増大し

たび沿岸随一の港湾をもつ網走はそれらの物資輸送港として活況を加えた。さらに大正元年には網走本線、昭和 6年

914tW線、同10年湧網東線の鉄道が夫 開々通、一方大正 8年には築港工事が開始されて、ここに陸海交通の要衝を占め

オホTツ ク海大漁田を擁する水産業をはじめとして、農林、畜産の各産業及び、それらの加工工業が勃興、それに伴

つて各官公衝や事業場が集中され、文化施設も着々と整備されるに至つて昭和22年 2月11日をもつて市制を施行し

た。実に網走の発展は興隆Jヒ見の縮図であり今や名実共に東北海道における中心都市として新たな躍進を続けつつあ

る。

3面 積 及 び 療 ぼ う
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市 役 所 々 在 地

網 走 測 候 所 調

(イ) 昭 和27年 度

(I) 気  象  概  況

1月より 3月までの気候即ち融雪期に至る間大陸の高気圧は易く移動性となり易く、従つて季節風が蒻く日中は

好天に恵まれた。

気温も 2月の下旬を除けば全般に高目に経'こし降雪量も比較的少く殊に 3月に入つてからの寡雪は融雪を早め平

年より 2週間早かつた。又今冬期の流氷は極めて微場で流氷初終期間としては平年並であつたが流氷量は平年の

3分の 1以下で 3月18日には初漁を見た程であつた。

4月から 6月にかけて南高北低の気圧配置によつて比較的高温に恵まれたが一方本道北部を通過した低気圧のた

め屋 強々風と乾燥をもたらした。

殊に 5月中旬に於ける連日最大風速20米にも及ぶ強風は農作物に対しては勿論山火、家屋の倒潰、水産関係等に

も及び 5月としては異例の被害をもたらした。

然しその後は順調に経過し 7月に入つて梅雨前線の北上接近に伴つて一時多量の雨と冷湿な天候となうたが高品

なく夏型となり、最高気温33.LCOを 示す等全般に高温となつた。

この句日に亘る夏型もあまり長続きせず 8月上旬からぐづつき気味の天候となり雨日数も多く梢 低々温 となつ

た。その後は安定し9月は移動性高気圧の影響で雨量も少く気温は平年並に経過し順調な初秋をむかえた。

〕頂調な天候は10月半ばまで続いたが下旬に入り優勢な低気圧の来襲で開所以来の暴風に匹敵する大暴風雨と激浪

を招き10月23日最大風速22.3米に達し漁業関係に甚大な被害を与えた。

この様な激しい変化は11月以降も優勢な冬型気圧酉ご置により季節風が卓越し被害を生じ加えて開所以来の異常低

温並に早期流氷をみた。

(■) 気      温

降 水 量
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南

南
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6月

7月

8月

9月

1 0月

1 1月

1 2月

区  分

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

1 0月

1 1月

1 2月

13.2

17.1

18.5

15.8

11.0

0,8

- 6.8

2 6 . 4

33.8

23.2

28.3

20.9

17.2

5.5

ら. 1

1 0 . 0

1 3 . 3

6 . 2

0 . 5

9 . 0

1 5 .ア

1008.1

1009.1

1010,9

1011,8
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1018.1

1015.9

8 2 . 1

8 9 , 2

90.1

79.8

72.7

73.9

70,2

22.8

105.4

43.1

70。3

64.7

33.1

71.2

南

JヒJヒデ臣

JヒJヒラ馬

南

南

2 . 9

2 . 3

2 . 1

3 . 3

4 . 4

4 . 7

4 . 8

西

西

北

南

(Ⅲ)気 候
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23

35
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(Ⅵ) 気

む

区 絡 日 数
|

1 1

6 1

114

140

4月30日

前年の 10月26日

〃  11月 5日

″  11月 5日

9月18日

5月 2日

5月25日

5月13日

初 終 間 日 数

142

190

203

191

(口)昭 和28年

( I )気 象 概 況

昨年末からの低温は 1.2月 も続き 2月上旬には最低気温 (一)22.3CO又 1.2月 を通じ平年より2乃至 3C。

低い厳冬となつた。

然しこの厳冬も 2月下旬末から 3月に入ると急激に春めいて上下旬は平年より 2C° 内 外高く全く一変する状態

となつた。

ス降雪量は 1月中旬猛烈な低気圧の来襲により多量の降雪をみ、 2月 は比較的平穏の日が続き降雪量も少な目で

あつたが 1.2月 を通じて70煙前後の多雪であつた。

= 5 =



然しこの雪も 3月から 4月初めの高温で急に減少し例年より 3.4日 程度早く4月 9日が終日となつた。

又今冬期の流氷は異例の早期襲来と共に本年に至り量に於ても平年の 2倍昨年の数倍に及び沿岸結氷も異常低温

の影習で非常に根強く知床から網走に至る湾内は一望海氷に覆れ 3月16日入工水路を作り出漁するも再び流氷増

加航行不能になつた。新くして流氷は 5月 1日全く去り平年より10日遅くス流氷期間としては平年より30日間長

くあつたことになる。

4月中旬以降はオホツク海高気圧の影習をうけたため 5月 6月及び 7月前半は全く寒冷陰曇な日が続き、平年よ

り6～7COも 低い日が現れる等各月共平均 1～2C°低く7月後半一時夏型の気圧配置となつて、高温も現れたが

結局長く続かず 8月に入つての冷涼な天気は初秋の感を思わせた。

然し 9月に入り天候回復連日平年以上の高温が続いた。

又 5月以降不連続線の停滞、低気圧の通過と相倹つて一時的に多量の降雨があり、殊に 7月から 8月前半にかけ

ては梅雨前線の北上、R風 4号の通:凸戎は 9月下旬殿風13号の襲来のため日量60托を越えたものもあり、日畑の

冠水家屋の浸水その他局地的には降雹による農作物の被害、土砂崩 (津別)に よる災害等を生じた。

11月に入り冬型の気圧配置となり平年より6～7C。も低い日が続き、この低温に加えて雪を伴つた季節風が強く

11月中に30cmに達する積雪があり根雪が平年より29日も早く当所創設以来の最早記録となつた。

然し12月に入り、この状態は一変し非常に暖かい日の連続で積雪も10糎以下に減少した。

(III) 気     温

で分1萱
月爺
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8 月 1   18.01   28.2

9 月 1  16.51  24.9
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11月 |- 0。 91 . 10・ 3

1 2月 十-  3 . 1 1   9 . 9

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

22.8

17.9

22.8

13.6

9.6

1.6

3.9

7.5

10.9

7.3

190

10.3

1 2 . 8

1013.5

1012.8

1016.ア

1013.3

1012.8

1014.2

1010.7

1010_2

1009.9

1013.3

1016.7

1 0 1 4 . 2

1 0 1 7 . 5

78.3

8 1 . 3

76。2

77.9

73,4

8 1 . 3

85.6

86.8

8 4 , 4

75.4

71,0

74.1

71.6

814.7

94,0

21,9

67.5

20.6

99.1

64.3

137.4

90,7

8 2 . 7

27.8

65.5

43,2

3 . 7

5 . 3

3 . 8

3 . 4

3 . 9

3 . 9

2 . 7

2 . 8

2 . 5

3 . 1

3 . 0

4 . 8

4 . 7

南

南

南 西

南 西

西南西

西

西

Q)亀

一
　

一

(Hl) 気 候

区 分

|

数気天 震地

1備快 晴 日 1曇 天
日
1降 永

日
1翻

日 1降雇覇石
考

有 感 1無
感

7

1 0

11

5

7

1月

2月

3月

4月

5月

1

3

6

3

22

8

17

9

17

27

16

19

12

19

1 2

4

11

9

9

27

16

19

9

3

0

1

0

0

0

八
月
十
二
日
九
時
よ

り
庁
舎
改
築
の
為
地

震
計
に
よ
る
観
測
中

止

= 6 =



Ｆ

Ｈ
・
‐

　

‐

6月

7月

8月

9月

1 0月

1 1月

1 2月

5

4

5

7

6

1

1

1 6

20

1 0

1 1

1 1

1 0

15

15

20

14

1 0

18

23

20

2

5

4

2

0

11

1 7

0

0

0

0

0

21

1 9

0

0

0

0

2

1

0

7

14

2

一
　

一
　

一
　

一

49  1 2 1 3 1

(Ⅵ) 気 象

伊・

(ハ) 年 次別気候概況

5月26日

前年の 10月 14日

″   10月 25日

″  1 0月 26日

天  気

9

51

112

154

9月1 9日

5月1 9日

5月1 7日

5月1 7日書
ヨ種

快晴日1曇天
日
1降水
日
1暴風
日
1降雪日十日照時

註
＝
降
雪
日
は
昭
和
二
十
四
年
迄
は
降
水
量
が
○

・

○
粍
以
上
、
昭
和
二
十
五
年
以
降
は
○
・
一
粍

以
上
の
日
独
な
り

8:|

1

124

1

1

1 1 5

9 1

%
45.5

51.8

45。4

45.6

45.8

43.9

47.4

49.9

43.9

1 0

1 1

1初
終 間 日 数

竹
(二)年 次別季節現象

年 次 初  霜 終 霜 日 初  雪
温気一高

速

最

風

恥
調
到
鋼
翻

昭

前年の10月12日

″  10  16

″  1 0   7

″  1 0   8

″  10  24

″ 10 17

″  10 21

″  10  26

″  10 14

5月2 0日

6  1

5  9

4  20

6  9

6  7

5   7

5  2

5  1 9

前年の11月 5日

″  10 25

〃  10 28

″  10 29

〃  10 27

″  11   3

″  10 23

〃  11   5

〃  10 25

5月 1 9日

5 21

5  2

4 25

5  9

5  22

5   1

阜 2 5

5  17

終 雪 日
最  高

積 雪 量 最高極 1最低睡

34.

33.

32.

32.

31.

32.

ｍ
劇
「
ゴ
判
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ゴ
「
洲
刊
封
「
Ｈ
判
―

・
３‐
‐
ご
‐

２５

２４

２４

２４

２８

２９

２‐

２

２２

淵

矧

ヨ

到

倒

ｑ

判

整 .7

33.

32.

- 22.

-1 18.

- 19。 1

-  1 7 .

- 20.

- 16.

- 20.

- 18.

-  22.

= 7 =





Ｆ
‐‐

(1)議 決 機 開

(イ)市 議 会 機 構

議 長 ――一 目J議長―一――

一 総 務 常 任 委 員 会

― 農     政

― 商 工 水 産

― 港 湾 土 木

一 厚    生

― 都 市 言1画

― 教 育 文 化

― 警 察 消 防

ウ

― ―
議 会 事 務 局

(口)歴 代正副議長その歴職

議   長

任 ヽ 年

次

　

次

田

　

田

月
月

月

年
年

年
在

和

　

　

現

昭自
至

自
至

自 由 党

自 由 党

副 議 長

氏

治

　

一
一
　

二

哲

　

哲

岡

　

岡

野

　

野

丸

　

田
　

田

1控
|

(ハ) 市 議会議員

長

長議

議

副哲
　
　
　
　
　
太
　
　
　
　
一

村

　

良

仁

賀

　

節

　

　

朝

久

由
　
　
　
多

岡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋

辺

　

作

西

辺

　

川

　

　

田

村

野
　
　
　
　
　
田
　
　
　
　
田

田

日

間

中

渡

岡

黒

守

土

古

牧

次

和

良ヽ

子

,s

蔵

弥

良再

広

1所
属 常 任 委 員 会

○教育文化、総務

総務、警察消防

港湾土木、教育文化

農政、教育文化

商工水産、都市計画

農政、教育文化

商工水産、厚生

農政、港湾土木

総務、厚生

○商工水産、港湾土木

南 4東 1

字 藻 琴

南11 西 4

南 4東 1

字 能  取

南 4西 1

字 嘉 多山

新   町

字 音 根内

南 3東 2

南 5東 3

1党
派 別
|

月
月

月
月

月

年
年

年
年

年
在

和

　

　

　

　

現

昭自
至

自
至

自
至



有  里  栄

木 下  弥

高  田  太

林 幸

鈴  木  芳

葛  西  柾

吉  川  藤  作

倉   繁  太  郎

中  川   い   せ

野 |1頂

杉 本 辰 治

滝   井 昇

酒 井  儀  一  郎

角 田 直 二

麻  田   】ヒ  男

窪  田   茂   人

厚生、警察消防

○都市計画、警察消防

商工水産、教育文化

商工水産、港湾土木

農政、○港湾土木

港湾土木、教育文化

商王水産、港湾土木

総務、警察消防

都市計画、○厚生

農政、教育文化

総務、厚生

総務、教育文化

都市計画、○警禁消防

教育文化、厚生

農政、都市計画

厚生、警察消防

農政、教育文化

○農政、港湾土木

○総務、港湾土木

南 7西 3

緑   町

南 7東 6

南 6東 1

字 豊 郷

字 中  園

南 4東 5

Jヒ 7  7ョ 1

南10 西 3

字 卯 原内

南 8西 1

字 呼  人

一

吉

郎

夫

春

一

三

監査委員

町新

北 5西 1

字 汐  見

南 9西 2

字 天 部山

字  栄

南 6東 3

軌
辻

局

武

政

男

雄

月 岡 敬 一

○印は常任委員長

(二)本 会議開催状況

提 出 件 数

可 決 件 数

審議未了件数

2 6

回
|
さ
1開

催実早
2警

会 期 日 教

22

開 催 実 日 数

15

会 期 日 数

3 9

開 催 実 日 数

21

会 期 日 数

24

開 催 実 日 数

7

221

会 期 日 数

17

開 催 実 日 数

10

会 期 日 数

7

開 催 実 日 教

7

鉱

139

126

串の中
継続審譲件数

= 9 =



…

(ホ)提 出 案 件

祷獣|
可決 否次

その他
器試木

話僑
留
i

提出

件数
可決

―

【〈

―

判

―

１

４‐

‐

‐

‐

初

ｌ

ｄ

ｌ

一
―

十

一
‐

‐

２‐

１

‐

州

■

２

‐

‐

＝

‐

「

＝

一

―

―

制

―
封
判
―
剤
「
―
―
ゴ
ー
６‐
‐
刊

一
‐
１

２‐
Ｈ
＝

４
‐
１

２‐
‐
Ｈ
「
‐

一
―
―
＝

―
刊
‐
羽
「

一
　

一
　

一
　

一
　

一

―

　
　
　
　
　
　
‐…

ｌ

（

認

諮

　

報

1●

議   案

議   員
提 出 議 案

陳   情
請   願

選 任 同 意

任 命 同 意

辞 職 許 可

議 長 指 名

選   挙

建 議 案

決 議 案

その他

]|
|

‖

:1弊

警

:|

:|   :
|
―継続

―継統

―

|~1撤

回
8継続

一

|

|
―

|

―

|

撤回 1

封】
続
回
了

継
撒
未引

1継続 4
71撤回

鈴

言モ=本 書には継続審議件数が多くなつているが議件が委員会に付託されたためである

これらは次の議会に委員長報告として提出され最終審議の上可否、継続、舶回、未了となつて

報告件数の中に含まれている。又26年度に委員会に付言モ継続審議となつた条件は27年に報告さ

れた場合は27年の報告の中に入れている

(へ) 委 員会開催状況

総  務

農  政

商工水唾

港湾土木

厚  生

教育文化

都市計画

一
　

一

「

３

４

６

　

９

２

一

８

１

２

４

　

６

１

一

３

１

　

一
　

一
　

一
　

４

１

　

一

　

一

回
　
　
　
　
　
　
　
回

撤
　
　
　
　
　
　
撤

８

　

一
　

５

　

６

　

　

３

　

８

　

１

一
　

一
　

一
　

一
　

　

一
　

↓
　

一

‐
‐

６‐

‐

２‐

・

‐

６
‐ゴ

２‐
‐

‐

７‐

・

‐

３‐

・

‐

２‐

:|
1

4

6

11

1

継 1

,雷誉岳暑||

準劇

委員

事
前
調
査
件
数

付
託
審
議
件

= 10 =



一
―

―

引

Ｈ

ｌ

註=1つ の議件を2以_上の委員会に付託した場合は委員会開催日数及び議件が重複になる。

闘機(2)執  行

市役 所 機構

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

係

書

務

理

産
，
喘

務

醐

醐

峻

生

掃

護

生

工

産

光

籍

産

産

地

ぱ
曜

曜

選

躍

躍

唾

一
　

一
　

一　

課．　

一

課
　
　
　
　
　
　
課

　

　

　

　

　

課
　
　
　
　
　
ぅ産
　
　
　
　
　
課

係

係

酪

係

係

係

係

係

係

係

務

築

計

設

理

木

務

務

入

出

庶

建

都

建

管

土

庶

工
　
歳

歳

一
一
一
一
一
一
十
一

一
一

総 務

― 税 務

― 厚 生

商工水

― 農 政

― 港

一　

　

　

一　
　

　

一　
　
　
一

一　

一

課
　
　
　
　
課

設
　
　
　
　
湾

― 施

―一水道建設事務

一 工 営 部―

|

一　

　

　

　

一

一‐

市 長

‐

一

= 1 1 =



・

T

|

市    議     会 ―丁~ ~

選 挙 管 理 委 員 会―

監   査   委   員 一一一十

会 ―

一

1事

務 局

(口)歴 代三役と歴職年月

0市   長

員

員

員

委

委

委

業

容

育

農

公

教

雄

　

士
口
　

吉

光

　

栄

　

栄

島

　

田

　

田

キハ
　
　
　
士
口
　
　
　
士
ロ

理代
月

月

月

月

月

年
年

年
年

年
在

和

″
　
″
″
　
″
現

昭自
至

自
至

自
至

月 十
な

　

な

　

な

就  任 月 十
昭和22年6月十 正

 | な

0収  入  役

月 十 名
  1 党

派
1摘

昭和22年5月十 浅 徳太郎|な

(ハ)配 置 人 員

部課
~男
諜卜色ゴ」

総   務    部

総   務    課

税   務    課

厚   生    課

産   業    部

商 工 水 産 課

農   政    課

工   営    部

施   設    課

港   湾    課

水 道 建 設 事 務 所

歳 入 歳 出 係

技 師 補
|そ
の 他
|

■

５

５

４

６

２

４

一

一

一

５

２

　

２７

調

刊

封

柑

１ １

１

劇

倒

J

(休

し 1 昭 和
26年 5月再選

昭和29年12月末現在

= 12=



ｒ

，

(二) 網 走市農業委員会

定数 20人  任 期 3年

職
1氏 1良

(昭和29年12月末現在)

名  1就 任年月日

高

柏  崎

阿  部

山  本

立  花

相  沢

池  田

土  田

佐  藤

麻  田

政  雄

栄  造

源 次 郎

虎  蔵

松 次 郎

芳  一

英  夫

多 一 郎

弥  市

北  男

29. 7.23

29, 7.20

29. 7.22

29. 7。20

29, 7.22 憾
(ホ) 公 平委員会

定数 3名

会  長

委  員

田 野 岡  哲  二

黒  川  師  蔵

佐 藤 喜 美

西 村 富 吉

藤 本 雄 介

若  月  健  造

川  崎  川  市

西  谷  正 勇 喜

久 守 教 聖

佐 々 木  幸 太 郎

29. 7.22

29. 7.20

委  員

職 | 氏 1読
任 年 月 日

1任 轟静 要

委「雪|
東

凋ヽ

宮

蔵

人

雄

宣

守

辰

出

堂

川

昭和 2 6 . 8 . 2 4

″ 2 6 . 8 . 2 4

〃 2 8 1 4 .  4

昭和29.8.24再選

昭和28.12.18再選

3

4

2

(へ) 監 査委員   予

定数 2名  任 期 2年

(卜) 選 挙管理委員会

(I)委   員    任 期 3年

就 任 年 月 日

昭 和 後8 ,  6。  9

″  2 5 ,  5 .  3 0

″  2 5 .  5 ,  3 0

治

雄

人

辰

光

稔

不

島

田

杉

大

山

党派別

な  し 網走市南8西1

″ 台 町

″ 北 浜

委員長

委員 昭 和28.6.9再選

″  昭 和28.6.9再選

就 任 年 月 日

昭和 28。 4. 4

〃   2  6 .  8 .  2 5

(■) 各 種選挙投票状況

= 13 =



―

封

「

―

ぶ

刊

＝

７‐

‐

‐

１‐

‐

６２

６２

６９

４７

８‐

７６

７３

∞

６６

６６

７７

６２

亜

軸

翌

９７７

12.444

12.440

14,C07

10.931

1道教育委員

参議院議員
選   挙

算予

入

(3)

(イ)罵 驚

す＼＼帥一
轟 生|

2

額

ム

，

丁

税市

者録翻
135・547.137

130.570.820

2.976.317

50・000・803

50.000,000

1・885.815

普  ″ 通   税

旧法による税炊入

平 衡  交  付  金

平 衡 交 付 金

公企業及財産 収 入

財  産  岐  入

財 産 売 却 代金

使 用 料 及 手数料

使   用   料

手   数   料

国 庫 支 出 金

付  金

助  金

道 支  出

交

補

48・245。927

48.245.972

1.ご59.134

239,134

1.100.000

4・938・230

3.087.200

303.81

1.5を0.

5・637.

3.722.

1 . 9 1 5 ,

35・742.

465.1

35.277.

6 , 7 1 1 .

22G.

6,485.

4・051.

4.051.

540

540.

13.373.

190.

1 0 .

13.173.

16.500・

51・000,

51.CCO`

10・613・

9.838.

8.534.

5。447.

3.037.

48.269.41

2.288.81

郎

ド

Ｄ

交

補

寄

寄

繰

財 産

繰

繰

雑

納

繰

雑

市

6.636。780

19001.000

1,001.000

2.280.000

2.280.00o

3.172.000

3.172.000

3.g63.300

付

助

附

附

入

金

越

越

岐

lNl‐

端刻
45,980.

11.174.

30

1 1 . 1 4 4 .

3.580.

3.500.

200.

200.

1 0 .

1 0 .

13.668・

250.

1 0 .

13.403.

38・511・

38.511,

322.780,

金

金

金

金

金

金

繰 入

金

金

入

金

戻 入

入

債

債

言|

替 金

市

歳 入 合

= 14 =



予 算  額
~~

(口)歳

款
一
‐

抑．‐中

４，８２９的
５６．４２‐９，７２６仰
‐・７３７５．‐２５″
帥
３．５２５舶
２３．６４９２‐２
　
‐・０‐９一
‐０
切
的
　
側

矧
淵
刻
紺
瑠
淵
瑠

―…‥‥‥
―

―！‥‥‥―

‐艦
溜

「剣
卿
鍋靴
矧
胤
瑠
柵
瑠
‐酬
棚

「叩「「‐引一岬「「「「一「‐引「『一卵‐一‐「『「印「却「如‐印‐申‐４。．。Ｃ。‐‐帥‐５．２８５．。０。‐‐帥‐‐００・。。。
伽
団
体

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

者

費

費

費

費

費

費

費

号章

費

費

馨章

ヨ音

電や

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

議  会

繕

所

役 所 職 員

市

営

t瞳

繕

費 支 球 職 員

査  委  員

平 委 員 会

祭  消   防

安 委 員 会

察

防  署

防   団

木

路  橋  梁

サil

湾

悪  水  路

百丁  言1  硬亜

全 保 障 事 業

育

学  校

学   校

会  教  育

育 委 浸 会

育  振  興

育  営  繕

育 支 耕 職 員

及 労 働 施 設

活  保  護

生  委  員

童  福  祉

揚  援  護

宅

害  救  助

業  対  策

市

諸

営

市

監

公

多

公

警
一
消

消

・

道

河

港

用

都

安

ｔ

小

中

社

教

教

教

教

‐会

生

民

児

引

住

災

失

労

亜

矛

警
　
　
　
　
　
　
土
　

　

　

‐
　

　

　

！　
教
　
″　
‐
　
ラ
　
．ｚ

，

「ラ

，

社

会 舘 新 築

労務者集会所建築
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保   育   所  費

社 会 福 祉 費

戦傷病者 及 遺炊福礼L費

保  健   衛  生  策

伝 染 病 及 結核予防驚

衛  生  事  業  貸

民    費

衛 生 営 繕 牲

産  業  経  済  費

農 地 委 員 会 賞

農    産    宅 !

水    産    狩

商   工  ヽ 費
農 業 委 員 会 Iヤ

冷 害 救 農 事 業 費

観  光  諸  戦
財

基

積

財

財

財

統、

統

選

産

本 財 産 造

費

成 費

金」と

管

処

取

言|ト

言十

挙

針

費

費

費

費

費

知 事 道議会議員選挙費

]市長 市 会 議員選挙をや

農 業「委 員 選 挙 費

選 挙 管 理 委 員 会費

衆 議 院 議 員 選 挙費

掃
教
亨
委員会 選 挙 費

海区漁業調整委員会選挙費

参 議 院 議 員 選 挙費

元 利 償 還 金

諸   支   出  金

徴 税 及 公 金 取 扱讐辛

市  勢  振  興  費

市 費 支 郭 諸 費

繰    出    金

前 年 度 繰 上 充 用金

予    備     費

予    備    費

歳 出 合 計

理

分

得

産

産

産

債

鋼
淵
酬
司
封
呵
判
翻
用
封
刺
判

▲
ェー
撒
淵

妍
３４
２。。
７９９
６９７
整
‐２９
‐４。
９３２
　
６６３
材
５８３
９６５
　
９‐４
観
‐３３

‐２

１

４

３

３

四

　

５

３

１

１

　

１

３

３

引

一
‐
‐
引
醐
酬
「
如
‐
‐ｏ。！
認
料
瑚
秘
押
料
ｏｏ。
‐
ｏｏ。‐
認
料

．‐

土‐‐
明
‐Ｏｏ。
‐
２３８
‐
皿
‐
００。
．耐
認
叫
ｏｏ。
認
判
ｍ
認
判
判

・
―

・
―
―

・
‐
‐
「

一‐
淵
淵
淵
瑚
耐
ヨ
甥
ｏｏ。―

・
―

７６８

８７２

円

布

ｍ

ｍ

郷

９３７

価

８３２

ｍ

　

　

ｍ

３７。

亜

嚇

７。

３‐‐

前

節

別

３７６

３７７

２３８

　

　

　

　

　

０７８

ｏ７８

７６３

９５４

８５。

９５６

だ】鍋

一
　

一
　

一
　

一

や
　

、

462.530

462.500

1・370・493

暑8:|;諾|
300.000

46.000

4.792.100

4.792.100

6.9130,0001

600.000

1.470.0001

6.223.0001

15.566。300

830.0001

830,000

6。9oo.

45。259・

1.545.

10。413.

8.852.1

15。234.

9.214.7

830.

830.

322.780・

23.259,3001

267.986 4901
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(イ)歳

算決
　
入

1 1  市 税

通    税

法 に 依 る 税 炊入

衡  交 ″付  金

衡 交 付 金

業 及 財 産 収 入

産  収  入

イ寸

助

附

代 金

数 料

料

料

出  金

金

金

金

金

金

金

金

金

繰 入

金

金

入

金

戻  入

入

債

債

充 用金

言十

越
・

イ寸

金

盤
‐７５５５。
０３８‐０３
ｍ
４７８‐３４
群
邸
耶
耶
鞘
部
椰
鞘
郡
叩
鼻
孵
品

秘
２９４
循
囲
廻
７５０
２２９
盟
４６２
６２２
８３９
碑
賞
軸
酪
ｍ
５２３
鶴
‐０３
剛
ｍ
ｍ
‐７。
‐５６
‐８３
　
９７２
醐
５。。
　
４３９

剪

９‐

３

４‐

４‐

　

　

　

４

２

１

２４

　

２４

４

　

３

　

　

２

２

２

２

４

　

　

３

１

１

　

３

２２

２。

‐

４３

４３

３

. 3 1 5

,883

.432

・452

.452

482.

482.

金     額

|

133.658,2b~64〕
|

133.181.43050
|

4758059D

5D.679 0001〕3
|

50.679 00000

1日

平

平

公 企

財

財

使 用

使

手

国

交

補

道

交

補

寄

寄

|1弔

財

繰

繰

雑

却

手

売

及

用

教

支

付

助

産

料

庫

344,

3.458.

4.995.1

3,193.

1.801.

28セ59,91刊33

567.02

3 397.488130

352.477

3.044。991

2.336.9

|

:1子!il:ill::
8.888.669160

5.184.59460

2.904.ソ
|

35・545。344138

2.148.894100

33.396.45000

3863い拓や
242.00000
|

写:涌艶器
1.916.515100

9.099・92701

300.11900
|

支

附

金産

越

Tl」
~

ホ内

繰  替

雑

市

翌 年 度 繰

歳  入

屯毬‖
11.642.139

19・900.003

00

00

Ｌ工
　
△
由 249.137.023163

嘘

(口)歳

準
費

費

費

〈〓
　
撃頭

3.243.831

ユ23銑和PO
85000

胡年引測
3.784.17000

- |
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| l t r

岬
甲
押
響
引
押
ギ
甲
押
畔
ぴ
畔
理
押
ｔ
ギ
ｔ
Ψ
ｔ
理
Ｔ
蛸
蛸
ず
押
ギ
ｔ
理
蛸
岬
理
甲
甲
引
ぱ
‐９４‐。。９３５‐。。６２。‐。。‐６３。。

・５９０。
，ｏ５８．６３‐．
‐９９．

５８９．鋤
椰
４‐‐．
・２。７．Ｍ
“
＝
・８６５．
″
　
‘８４７．

，２４７．伍
・２５。．皿
３８４．
・０２５．ｍ
　
，９７７．れ
姥
５．
‐５８．五
　
・３２２．
・７４４．″
・６３９．６３．的

４４

４３

　

　

　

　

　

３５

　

‐９

‐４

１

２６

２。

　

２

　

３

　

船

８

３

１

　

２

勢

　

３９

‐５

　

　

　

‐１

　

５

４

１

５６７

如

価

灯

翌

徴

２５

‐６２

３７３

０‐４

９７‐

理

碑

駒

５。

９３。

３。３

２７２

　

搬

価

∞

７‐‐

　

８８‐

２９４

　

極

８‐６

駆

‐４３

‐０６

毬

　

３‐５

７３

７８

‐８

　

　

　

９８５

‐９７

９９２

７‐６

竹

３９

１
，

こ

　

　

２７
．

し

‐０
，

缶

‐‐．

　

　

３
．

３７
．
軌

３．
２
．

２
．
一

　

２９
，
‐３
．

　

　

‐０
．

４．
　

　

　

　

　

５．
２

１
．
１，

所     費

市 役 所 職 員 費

諸        費

音    祥    費

市 費 支 却 職 員 費

監  査   委  員  貸

公 平 委 員 会 勢

察  消  防  廿

公 安 委 員 会 費

警    察    費

消 防 畢 費

消 防 団 費

木     費

道  P各  橋  梁  費

河    川    費

港    湾    費

用 悪 水 路 費

都 市 計 画 費

安 全 保 F章事 業 ″!

育    費

小 学 校 費

中  学   校   費

社 会 教 育 寮

教 育 委 員 会 脅

教 育 振 興 費

教 育 営 緯 費

教 育 支 郭 職 員 費

会 及 労 仙 施 設 請

生 活 保 護 費

民 生 委 員 費

児 童 福 為L費

引 揚 援 護 費

役

教

住

:|

15,410。18960

2.016.54520

1.973,71640

1.693.50600

災 害 救 助 費

失 業 対 策 費

労 効 会 鋼 新 築 策

日雇労務者集会所建築費

身 体 傷 害 者 福 社費

保   育   所   費

社 会 福 祉 諸 費

戦傷病者 及 遺族福祉費

健  衛   生   費

伝 染 病 及 結核予防費

衛  生  事  業  費

健    民    費

= 19=



撻

56.50000
1

者8.784.22103

０。

０。

０。

０。

０。

０。

４８

毎

　

　

　

　

明

ｏｏ

抑

　

　

　

∞

ｏｏ

　

　

Ｏｏ

０３

ｏｏ

益

ｏｏ

∞

Ｏｏ

００

３６

　

　

牲

．　
□

０。。
　
７２３

７。３
　
０００

初

略

碑
　
一　
一　
一　
一　
翻

布中
期
　
一　
一‐

一
‐
‐
５３‐
Ｊ
叫
十

一
‐
「

一
‐
‐
５９７
‐
軸
‐
５５‐
‐
神
‐
碑
，認
「
９９７
‐‐
佃
‐
７７８
‐
引

一
‐
‐
帥

煙

２７‐

ｍ

９７‐

７。。

９‐８

卿

０００

　

　

　

　

価

価

船

　

　

　

密

４。５

　

　

３７４

５７６

５７６

ｍ

５３４

６３７

８８６

２８７

郷

　

　

鯛

５

２

１

１

５

１

３

３

　

　

　

　

　

１

　

　

　

　

　

　

　

　

６

６

電

１

９

８

‐４

９

　

　

Ｗ

響
ｍ
・―酬
中
帥
一‐的申
３６９。。
一‐Ｔ

一
‐
呻
的中
ョ

・―拙
―
謎

一‐

７２６

獅

　

捌

４６６

８７５

７５４

　

５９５

帥

３９９

　

″晋

　

４２２

４２２

師

　

　

　

師

４８９
　

亜

４４

4.774 6215S

4.774.62153

25.536.5ご吾5〕

1.446.00400

α27は189pP
15.820.340'30

:|
:|

249.157,辱23さ3

３８

ｏｏ

ｏｏ

ｏ。

０。

０。

　

　

３３

ｏｏ

ｏｏ

ｏ。

０。

０。

００

００

側

的

的

ｏｏ

ｏｏ

引
卿
判
判
剣
留
翻
引
引
判
引
叫
引
判
判
岬
明
判
翻
「
６。。一淋宅十
一‐

馬

３８

７５

７２

７７

８８

　

　

７５

引

２‐。

９３‐

‐

‐７９

設

３。２

町

灯

ｍ

‐７８

２７４

87

87

82

80

00

整

3,863.618

3.863.619

12.764,772

対` 232 363

7.007.578

4.524.825

―

|

597.8493D

三十
189.327.2941を6

産

衛 生  営

業  経

補

!角:

員 会

員 会

事 業

諸

池 成

理

分

イ尋

界:

積

財

買オ

財

素屯

費

αヤ

α士

費

費

費

竹

を子

11

をや

こヤ

金

ズ
費

二十

費

費

費

快

農

水

商

農

冷

観

地 委

産

産

工

業 委

苦 救 撲

光

産

本 財 産

立

産  管

産  処

産  取

計

言|

挙

財

続

選

諸

知 事 道議会議員選挙費

市 長 市 会 議員選挙費″

撲 業  委  員  会  費

選 挙 管 理 委 員 会費

衆 議 院 議 員 選 挙費

革
教育
琴
員会
 選 挙 費

海区漁業調整委員会選挙T

参 議 院 議 員 選 挙を,

債    費

元  利  債  還  金

支   出   金

徴 税 及 公 金 取 扱子!

T「 勢  振  興  策

市 安 支 球 諸 費

繰   出   金

88年 度 繰 上 充 用金

備     費

予    備  サ  竹

歳 出
ガ
ン 計

(5) 市 有  貝オ 産 昭和28年 3月 1日現在

― _区 分

蓬百茄
｀
く 1有 価

証券 1預
金及現金

|
計

坪  数 1価  格

産

産

財

財

政

本

行

基

83.657.lCO

市 ∞ 湿
|
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特 別 財 産

予ト

650 000

650.000
|

一　
▼

的
　
８。 …8剰t亜対的剖

５３
　
郷劉

( 6 )主

(イ)昭 和 2

オ ニ

公 営 住

労 伽 会

事 業 施 行 状 況

年 度

要

７

延長 559rn 巾員4・・西 三 丁 目道路改良工事

】ヒ中 央 通 路 改 良工事

綜 合 グ ラ ン ド設 置

西小学校増築及び附属工事

能取J 学ヽ校工事  (開 妬)

オ ー 中 学 校 増 集工事

日雇労務者集合所建築工事

火 葬 場 新 築 工 事

精 神 病 院 新 築 工 事

上 水 道 新 設 工 事

(口)昭 和 2 8年 度

延長 153m  ttj員 2.5m

☆i積15,770olセ(28年度に継続)

木造二階健 211坪
{と階
133拝

木造平家建 64坪

木進二階建
一ヤト平家建

{と階

138ゲ
2 1 1坪

_L  209J平
1那嘗
138Jγ

栗
耐
蓬と8軍と錦冊鈍b坪
瀧鞭
恰雅勃い坪

木造 2階建 53坪

木造平家建 73.875坪

4と      」上  89,25炉子

導水管工事 2.500m完成

宅 建 築 工 事

舘 建 築 工 事

名 | 容内
1総
工事十起

債
1国補助 1道補助

そ

円一 千一．　　
６
．

■
　
　
２
．　
　
　
　
２
．　
　
　
　
　
２
．　
　
　
　
２
．―

神

４９２

７。２
　
０７５

９８４
７。９

‐６。

２３９

６。５

９５。
　
００。

９。‐

橋
　
　
　
橋

桁
　
　
　
ト

卜式

鉄

　

　

簡

中
中
中
灘

″
　
一　
一
一
公

新 橋 架 替 工 事 負担金

浦 士 男J、中園間道路工事

平 和 橋 災 害 復 旧工事

綜 合 グ ラ ン ドエ 事

北 中 央 道 路 工 事

網走、美岬間四号橋他工事

能 取 刀ヽ 学 校 増 築工事

猛多山小

増 築 工 事

宅 建 築 工 事

延長 1.500m  巾 員 3.6m

橋長70ni 木造橋台ヨンクリー嗣布・
 、

延長 153m  巾 員 2.5m

監貿品孟鴨福9私イル
バ…

木造平家建  42坪 375

″           46炉平50

〃     124坪 00

筋造平家建  121坪 24

〃          121少子24

耐 10戸   110坪
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(1) 年次別八日増加の趨勢

可

増

刺

引

矧

剰

封

掛

剖

留

矧

判

２

　

１

２

　

５

７

７

６

７

８

８

９

９

９

'  651

5i327

4:6351

415031

4ど685

5,357

51417

6.1

6 .

6 .

6 1

6 .

6 .

6 .

27.

24t

24!

26.

31.

32.

35.

34.

34.8斑

35,36ヱ

q7.84C

39.21電

40。09C

38.477

40.047

14.4Z

12.

14.221

1 7 .

1 7 .

1 6 .

18.1

18.

19.71

20.51

2 0 .

1 9 .

20.61

1明治 4年

大正 9年

″ 10年

″ 14年

昭和 5年

″  10年

″ 15年

″ 20年

″ 21年

″ 22年

″  23空F

″  24空F

″  25左F

″ 26年

″  27年

″ 28年

郷
　
　
　
　
　
明
嘲
り
　
明
明
嘲
明

月

て

く

　

月

く

く

月

帥髄一　　　　印車Ｍ　印取類の

仰

酪

″

″

″

″

畑

職

離

″

醐

離

儀

髄

印難馳　印醜難的

韓

【
”

軸

一
″

″

″

一

馳

噸

的

″

軸

帥

剤
1 日)

1日)

1日)

1日)

(2)年 女別八日動態

婚 姻 離 婚ず

鄭
３

５７

‐

判

‐
２７‐
‐
研
‐
９５
‐
６８
‐
６７‐‐
∞
‐

軸
一
紀
・

刻

欄

認
＝撤

述
期
‐
笥
如‐
町
的
‐

‐「
「
如
‐８。
‐
　
‐鶴‐認
‐

三
―計

翌

引牽・一榊 1 . 1

師
４５‐‐

鶴

３９８
‐

‐ 2 車



(3) 産 業別世帯数及び人口

産 ‐業 別 !帯数1培 世 帝 数
1  人

林 業″及 び 狩 猟 業

漁i業 及 び 水 産 養 殖 業

製     造     業

卸 売  及 び 小 売 業

金 融 保 険 業 及び 不動産業

運輸通信及びその他の公益事業

ナ  ー   ビ   メ  業

公         i 務

分 類 不 能 の 産 業

『

劇

―

川

刊

赳

脳

引

遡

剖

２ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
■
　
８
．

判
劇

‐５‐
鋼
綱
劉
拙

７８７‐

２９４
‐
劇

剤
「
籾
判
２９７‐‐
ｑ
矧
剣劇料
潮川
劇
「
卸
‐
制‐
切

業

業

3計

鉱

建

3.840

1郷

1 .200

42

394

1,324

323

54

1756

894

655

8.48g

181144

7.6iC

13E

l.497

4召

416

1.724

544

82

655

1.335

772

 ヽ6.o77 をJ鑑
(4)男 女別年令各才別人口,

女男

暫

１

，

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

433

593

‐ 466

! 408

‐ 464

489

468

457

398

386

397

428

403

448

414

385

399

388

383

337

406

387

580

522

372

438

503

404

454

414

369

409、

388

373

429

390

・
365

387

404

385

384

429

8 2 0

1,173

988

780

992

,997

872

911

812

755

806

816

776

877

804

750

786

792

768

721

835

670

646

526

451

417

485

514

472

419

366

433

425

420

448

391

417

114

427

404

405

416

658

6 1 9

552

E X〕1

414

445

447

449

448

387

375

4 1 5

417

402

407

406

378

407

398

419

410

1 . 3 2 8

1.265

1.078

952

1 83ト

930

961、

921

897

753

803

840

醜 7

850

798

823

792

鶴 4

802

824

826

（
購
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672

664

638

516

452

423

502

503

467

473

397

429

412

414

432

425

454

415

438

4 1 2・

434

596

679

1.268

1.343

1.246

1.078

965

850

934

958

912

935

806

790

844

828

836

851

902

793

849

817

こ67

582

681

652

643

517

473

418

482

505

473

461

390

414

423

416

441

425

450

425

423

418

511

600

700

586

576

496

410

440

445

450

468

401

358

4 1 9

420

420

424

438

3 8 8 1

463

402,

608

562

513

427

432

455

445

462

409

361

432

414

, 404

426

448

378

411

405

433

，０９３
・２８‐
鯉
・２２９
・０９３
９６９
盟
９２２
９５。
９２３
勢
７９‐
７７２
８４２
８３６
輸
８４９
８８８
８‐３
８８６
抑
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７
，
―

は
，
ュ

」Ｉ
Ｂ
Ｉ
し
賢
Ｌ
こ
宮
―
ト21

22

23

24

25

26

27

28

29

, 30

31

3 2

33

34

35

3 6

申 37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

5 _ 6

b7

58

59

6 0

161

62

63

64

65

386

392

423

364

324

274

272

298

270

227

262

248

249

261

230

220

248

206

233

248

203

192

185

160

170

154

157

172

143

137

119

131

1 3 0

104

1 3 2

123

88

85

92

調

70

79

69

78

57

325

356

357

317

322

302

280

293

247

267

238

224

224

195

205

204

210

195

161

1 5 2

1 5 1

1 2 0

148

132

154

130

155

142

124

102

110

96

99

94

93

99

66

74

91

8 6

75

69

7 2

84

6 0

433

423

445

464

374

335

309

296

329

263

263

287

265

251

256

277

245

237

203

253

225

223

183

197

174

188

159

163

1 5 1

152

138

142

121

127

121

107

127

76

106

8 2

98

79

68

81

68

406

398

377

358

322

329

282

235

306

238

260

245

228

216

207

213

217

217

186

151

1 6 1

1 5 3

1 3 0

142

146

166

121

154

152

124

打03

113

95

97

96

85

93

71

79

84

77

72

64

94

74

711

748

780

681

646

576

552

591

517

494

500

472

473

456

485

424

458

401

弾 4

400

354

312

333

292

324

234

312

314

267

239

229

227

229

198

225

2

154

159

1鶴

174

145

148

141

162

1 1 7

鞭
８２‐
８２２
塑
６９６
６６４
５９‐
５８‐
６３５
勁
５２３
駿
４９３
４６７
４６３
御
４６２
４５４
３９４
４。９
亜
３８‐
３‐３
３３９
如
３５４
卿
３‐７
３。３
２７６
２４‐
２５５
２‐６
２２４
２‐７
‐９２
劉
‐４７
‐８５
‐６６
‐７５
‐５‐
煙
‐４５
‐４２

|
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!    、 446

,ヽ 4 5 3

456

1  :t,425

 ヽ463

1     353

1     368

312

322

345

‐      268

‐     264

1     302

272

250

261

265

239

1     243

209

265

212

234

179

178

169

168

163

157

160

123

4 149

'  127

125

116

1 1 6

117

121

トヤ!-70

'98

95

‐
 85

75

‐
65

73

…   849

836

856

、   776

、4   818

1   649

f    731

589f

609

644

508

・     527

541

488

.    459

478

464

463

459

376

412

383

3851

303i

p361
3 0 1 ャ

328

286

9 1 5

305

2501

r   2コ6

… 232

211

220

218

208 ‐

214

145

161

'   183

156

140

1-   137

.   137

↑tr 459

!ょ      476

.(1     4611

431

431

‐      4ア イ

393

1          341

3 1 3

326

344

,      255

25才

288

262

244

258

253

244

252

1       220

258

218

205

178

18ら

!      155

170

155

152

156

、  ｀  1 1 9

135

127

130

110

- ―  ‐ J ‐
118

_ _  100

118

71

' .        99

80

84

71

.     57

!  鮮

1  383

1  400

.  351

355

291

363

277

287

299

1  240

263

289

216

209

217

199

224

2 1 6

167

147

171

151

124

158

'  132

1 6 0

1 8ヽ

158

145

127

i   g7

・
  105

86

104

102

91

93

75

63

範

71

65

'  72

64
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161 '

423モ“;

′   427

380

,   393

∞ 3 t r

344

299

‐   334

286

235

288,

264

254 1

24q i

20ス″.

210:

221、【

213

2041

216i

170

1 6 2

149!

154

130

1391

136.

159

128

149

142

.  イ  124

104

10R

86

_     97

,    95

83

‐
    83

‐77  (

155

9 2｀

76 ''

57・ F`

1  , _ 879

1    ・903

841

,824,

l  f  794

8 1 5  ,

「
     692,

!     675

1     599、

611

1    632

519

511

!1.、53o、

1 1  469ガ!

f  i  4 5 4 1 f
479

466

1  .  448),

468

:  , 3 9 0 1

420

367

ヴ 七 ! 359

1  ,ず! 308

i     324

i  t!“ 零91,i

l  i  e29

,  283

301

298

243

289

235

.    216

,   207

213

1〔買ゴ

201

148

154

172.

T60

T28

村8す



66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

鶴

8 4

85

86

87

聞

8 9

9 0

91

9 2

93

94

95

96

合 計

55

49

55

37

51

36

47

32

23

35

31

15

19

13

15

5

5

3

4

1

4

3

1

1

74

3 2

34

40

57

43

3 6

38

10

33

32

20

17

2 0

1 1

16

6

10

3

4

2

1

4

1

1

2

2

129

81

8 9

77

108

79

83

70

63

68

63

35

3 6

33

26

21

11

13

7

5

6

1

7

1

1

1

3

2

1

35。364

61

39

・  61

39

42  ｀

42

46  i

37

25

30

28

23

6

19

9

9

5

4

3

3

1

2

3

1

1

1

66

・  54

56

53

47

41

39

39

30

37

35

21

15

12

15

18

12

2

9

4

3

5

2

2

2

1

18。131

127

93

117

9 2

8 9

83

85

76

55

67

6 3

44

21

31

24

27

17

6

1 2

7

4

7

5

2

1

1

3

1

18.293

(5) 男 女別年令階級別人口

19.715

3昭

女男女男

0 -  5

6 - 1 0

11 ～  15

16- 20

21 - 25

26- 36

31 - 35

2.364

2.198

2.090

1.8∽

1.971

1ど438

1.247

2.299

2.149

1 . 9 8 9

1.925

1.784

1.444

1.148

4.663

4.347

4.079

3.817

3.755

2.882

2.395

= 2 7 =

3・195

2.234

2.101

2.066

2.139

1.532

1 . 砂ク

3.189

2.対

2.047

2 0 1 2

19861

1.440

1.156

6.384

4.340

4.148

4.078

4.000

2.972

2.478

ポ

! L も



62

54

43

51

41

34

43

46

38

26

25

27

15

7

22

7

15

2

9

2

1

2

2

1

1

20.514

67 ｀

58

49

51

47

51

45

39'

3 0

28

卸

27

25

16

13

14

12

9

6

7

3

3

4

1

129

112

9 2

102

88

85

88

85

68

54

55

54

40

23

35

21

27

11

15

9

4

5

4

1

2

‐

   1

3

1

39.218

6。750

4.545

4.149

4.228

4.135

3.222

2.523

61

57

58

62

5 0

58

48

44

46

29

/  26

27

25

21

16

8

14

12

6

2

4

3

1

2

1

1

131

124

107

93

93

96

83

79

81

6 0

52

51

44

34

2 2

27

22

2 0

8

9

7

5

1

2

1

1

1

1

2

40。096

7 0

67

19

36

48

38

35

35

35

31

2 6

24

19

13

6

19

8

8

2

7

3

2

打

1

1

▼万i~1下
~計

3.365

2.342

2 . 1 1 2

2.イ53

2.243

1.705

1.中6

3.385

2.203

2.037

2,075

1.892

1.517

1.ィ67

3.548

2.339

2.084

2 . 1 4 1

2.255

1.844

1.406

3.469

2.213

2.018

2 . 1 1 5

1.986

1.548

イ.261

7.017

4 . 5 5 2

4.102

4.256

4.241

3 . 3 9 2

2.667
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36～  40

41 - 45

46- 50

51 - 55

56 ^レ 6C

61 - 65

66 - 70

71 - 75

7o- 80

81 -85

8 6 ～ 9 0

91 Aッ 95

96 -10o

言|

i  ―
 ' 1 1 1・‐~ 1 1

打.187

983

796

621

520

384

253

189

113

3 2

8

2

18.293

975

703

705

501

423

386

240

214

122

46

12

5

1

17.071

2.162

1.691

1 . 5 0 1

1,122

943

770

493

403

235

78

2 0

7

1

35 364

1.225

1.007

8 1 3

649

498

394

242

」80

85

24

6

3

19.715

934

732

717

504

412

351

276

186

98

45

12

3

18.131

2.209

1.739

1 . 5 3 0

1.153

9 1 0

745

5 1 8

366

183

69

18

6

3ア.846

註 本表は昭和23年、24年、26年常住人口調査、25年は国勢調査によつたと

(6)住 民 登 録 人 口

(イ)昭 和 2 7年

５９
‐
用
刊
「

７７
　
∞
　
‐１

Ｎ
里
総‐
―男女
Ｔ

月 +  8 月+10 月+11
38.

1 9 .

1 9 .

一中十６５
　
　

∞

　

　

３６

３４
　

　

３２
　

　

０５

数

　

数

　

宅

絡

　

住

6.667

6.572

1主 |

倒組だ2●整.」
|  |

129.637.6 2・563.5
1  1

104.467.1 1.519.0

| |

!“_

一
月
十

、 (7)住 、 宅    ・

戦時中本市は幸にも戦禍から免れたが市の発展に伴う人口増加により住宅不足を余儀なくされている現状である、昭

和愛年 9月 1日現在の調査結果による住宅の所有関係は持家3.722世帯、借家1.5"世帯、給与住宅1.205世常、同居

世帯 212世帯、非住宅95世帯となつており、同居世帯、非住宅、危険又は修理不能住宅は約 400戸に上りこれらは一

時的な便法によるもので住宅不足数とみられる。

(イ)住 宅及び住宅以外の建物別居住戸数 昭和28.9.1現 在

一
町

のみ 整1空 家 1宕籠塁
a8」 6,7541 6.5721

(口)住 宅の種類別住宅取及び居住室、畳数並びに世帯数、世帯人員

延 坪

141.

月 +  9
|

38.602

19,3241

19.27811  1

鍋|百熟

38.71

19,360
|

19,3561

33.763

19.383

5.492 97.91

379



1.217

1.063

822

640

‐  522

393

251

187

96

35

5

2

2 0 . 5 1 4

1,023

751

713

519

424

360

272

193

111

48

11

3

18.704

2.240

1.819

1.535

1.159

946

753

523

380

207

鶴

1 6

5

39.218

1:251

1,079

817

667

517

391

270

174

i88

44

5

3

20.923

2す315

1.844

1.528

1  . 2 3 1

952

732

558

399

203

8 6

16

5

40。096

６４

６５

‐１

６４

３５

４‐

３８

２５

褐

４２

「

２

(口)昭 和 2 8年

世帯数 |―

(259)
6.

(257)
6.

妨 |れ1甲

封活鋼電tゴ

７

一

３９

‐９

‐９

６

一

３９
．

‐９
．

‐９
．

別
一９２‐‐
剣
引

５

一
範

１９

‐９

別
調

４２４
‐

４５‐‐

４
一
３８．
‐９．・
位

瑚

一

３３
．
８５９

‐９
．
４２ ‐

‐９
、
４３８

一一一期
代 員

1 女

(238)|(1
900

(238)|(168)

(7i8](3毬

り
５９８

の
‐‐８

の
５４６

＞
３３
　
≫
９７

う
磁

４９

・４

４２
Ｈ

∞

・
６

く４
‐９

０
‐９

律
‐５

(280
18.

(277
18.

15・

(406)
1.362

(406)
862

(108)
280

(
30。95e

(169)
5.661

= 3 0 =



t/

農.1林業 併 用

漁 業 併 用 ]
商 業  併  用

工 業 併 用

そ の 他 の 併 用

宿   舎

宿   屋

住   宅

註 一 時現在者の住宅、空家、建築中の住宅を除く ( )に は同居世帯について再掲した

(ハ) 腐 朽破損の程度及び住宅の構造別住宅数

８５

　

　

‐２
　
　
的

総   数

耐  火  造

]縄

壊 舎 仮小屋

註 寄 宿合、不宿屋、非住宅、建築中の住宅を除笠

(二) 構 造別、所有別住宅教 (戦後建築分)

総  数 十耐火造

数

数

地

地

家

宅

宅
　
　
　
住

己

与

絡

自

借

総

・・
―
刊
射
刊
借
給
註 建 築中、寄宿舎、下宿屋、非住宅を除く

は
111



(10)
1261

判潤胤制酬湘「朝到‐創湘判
８３‐‐５
０
‐４８

翻

姻

‐３‐

一

‐３‐

１３

２‐８

９。。

．

６６

一

６６

３７

‐９

‐０

一

Ｌ
神
＝
…―‐―
抑
～「
「
”ｈ
■

一
，

58

６‐
　
∞

|

７８

５９

３３

２６

‐４

５

‐８

卸

４２

０８

３４

３４

数

数

地

地

家

宅

説
　
　
　
住

総

自

借

　

与

総

　

い
―
劉

制

借

給

620

(99)
570

( 1 6 3 )
3.031

(89)
836

●7)

315

(85)
卸 7

(72)
1.518

(40)
450

(38)
982

3 1 4

1 3

( 3 )
153

8〔

( 1 )
4(

(23)
501

●)
1 1 (

( 1 2 )
32(

f斜
315

( 3 )
148

(43)
1,487

( 4 )
398

( 2 1 )
891

7

( 3 )
100

385

( 4 )
157

(40)
1.510

( 4 )
336

( 2 1 )

(3)

1

(92)
265

(8Cl)
84

( p l )
1 0 2

(45)
131

(82)
1

(29)
31

K36)

( 1 0 )
106

( 5 1 )
53

(45)
50

(28)
40

8 3

44

305

(83)
2.997

( 8 )
734

(42)
1.839

( 7 )
1

( 1 6 )
34

(28)
360 9481

5

( 7 )
1 0 4

( 1 7 )
9 1

3118

2

77

(2)

1,.9701

397

18

( 1 0 )
301

1

( ? )
51
・鋼 i:||

1修理秦経1修理要 不要

梱
137

398

853

(ホ)所 行別建築年次別住宅数 (戦後建築分)

鰯 桑

分
1絡 中

和卸
封
均 年 23年 + 24年 十 勢年 + 26年 + 27年
242

152

120

32

25

65

3281

1651

1321

331

1001

211

T

366

245

172

73

72

49

328

207

1491

3221

2041

↑50

54

70

48

註 一 時現在者住宅、空家、建築中、寄宿舎、下宿屋、非住宅を除く

、 持家て自己宅地とはその居住者が住宅も敷地も所有にある住宅で持家で借地とはその居住者が住宅だ

けを所有し敷地は他から借りている住宅である                 、

= 3 2 =



(へ) 建 築年次別、腐朽破損の程ull住 宅数

分
  1 総

  数
 十 露 規機器 1 大

正時代
 1 昭
和荏代
 1 戦
時

総       数

危 険 又 は 修理不能

修  理  を  要  す

修 理 不 要

6.517 （
‐
翻
ゴ
ｑ
‐
７‐
‐
酎
司

側

４

５２

９３

５９

３

２‐

３４

1.459

53

668

738

130

1.500

4.887

註 一 時現在者住宅、空家、建築中、下宿屋、非住宅、仮小屋を除く

住宅の所有男u及び主世帯、同居世帯別世帯人員並びに畳教別住宅数

6未

畳満

総    数

豪1 暑己宅魯
1

8    人

9    人

1 0人 以 上

111

8

46

87

72

69

41

20

14

5

6

人

人

人

人

9    人

1 0人 以 上

″

ｉ

ｔ
出
可

枢
■

馴

劉

封

珂

１

君

・
―

¶

―

引

封

習

封

１
１

ョ

一
―

＝

１

ゴ

羽

４８
‐

封

判

一

９３
‐

劇

判

６３
‐

対

引

２
‐

７

‐

＝

２‐

引

ョ

「

ｑ

４
‐

　

７

‐

＝

刊

‐５
‐

封

判

２８‐

川

１

２十

一

‐

「

引

ダ

「

引

２
‐

“

‐

＝

＝

３
‐

‐

引
州
一中４２。‐３６６‐‐３‐９‐
‐４７‐‐２。‐
‐３４‐‐一‐‐１１‐‐１９‐
‐２８‐
‐４３‐
‐６２‐‐５‐‐‐４３‐刊
‐‐３‐
２‐
７
８
４
３
３
４
２
２
９

州
酬
型

９７３‐

７５９‐

６。‐‐

１５８‐

‐０９‐

‐０５‐

６‐

鶴
７２
‐０３
‐３２
‐３９
‐４‐
‐２‐
９‐
餞
６
８
‐４
５
８
２
１
１
１

一

釧

一刻

羽

……‐

３

密

ｑ

…

号

ｉ

３５８

５３７

読

２２９

５。９

３‐２

４６

‐３７

２。６

３‐６

２５８‐

‐７６

‐

‐

翻

翻

掛

「

ゴ

４

‐

ど

一

‐

1

一
　

　

一
　

　

一

　

１

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一

‐
３‐
司
対
「
‐
１１
１
＝
町
１
３‐
‐
対
ｑ
‐
９‐
「
川
叫
‐

４‐
ｌ
Ｈ
４‐
１

７。

３８

４２

‐７

８

２

一

】

一

一

一

Ｈ

＝

‐

４‐

Ｈ

ｌ‐

封

３‐

Ｈ

Ｏ‐

‐

７ｉ

‐

１‐

1

1

1

５‐
７２２
７２６
９９６
５９。
２。５
‐５６
４７６
軸
０３。
００。
８６６
６９８
５６３‐‐
３７９
５６９
‐
　
２８
‐

３８
‐

４。
‐
州
コ
馴
掛
翻
刷
引
ｑ

所

　

有

　

別 借   家

給 与 住 宅

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

主

世

帯

の

1性

帯

人

員

同

居

世

帯

の

世

帯

人

員

証 一 時現在者住宅、空家、建築中、寄宿舎、下宿屋、非住宅、仮小屋を除く

=33=



(チ)住 宅の畳数及び一人当畳教別居住戸数及び腐朽破損の程度並に向居世帯教別住宅教

分1尊千i需
一    人     当     畳 数

区
1.0

!
1.4

1 , 5

2
1 . 9 寛1寛1試1頁1覚1丸

1 0 . 0

以
上

０‐９
‐

引

ｑ

４
‐

封

打

州

判

制

州

判

判

引

3;|

調

ョ

ゴ

判

引

‐ｏ。―
渦

川
翻

封
桝
「
判

２。‐
洲
刊
刊

―

一

‐

耐

判

‐‐―

・

―

判

矧

判

４‐
‐

ゴ

引

封

刊

劇

Ｈ

＝

一

‐

「

１‐

‐

刊

―

■

５７２
３５
５７４
３６３
３７‐
価
０９３
３９２
９７５
５６６
４２。
９３
５。

独総

住

宅

畳

数

卸

２

‐８

‐１

整

‐６

‐６

８

確

Ｅ

一

十

一

住

宅

畳

数

41

934

的
　
３
　
７７

９４
　
２
　
９２

３。
　
‐
　
肉

6畳  未  満

6  _   8

9   -   11

12  -  14

1 5   ～   1 7

18   a▼  20

21   -  23

24  -  29

30  -  35

36   -   47

48  -   59

6 0 以 上

総    数

同居世帯あり

同居世帯なし

軸
　
２
　
５２

の

有

無

同
居
世
帯

同
居
問
帯
一‐７

総
修
理
不

要
　
す

修
理
を

沖1     同   居損 の  程腐 朽 破 i

同な
居

修
理
不

危
険
又
は

総

数

分区

574

367

1.499

9

149

79

301

148

総  数

6畳未満

6- 8

9～ 11

1 2～ 1 4

1 5～ 1 7

1 8～ 勾

21 ～ 23

24 - 29

3 0 ～ 3 5

36 - 47

48- 59

6 0 以 上

6.517

31

563

364

1.358

621

292

731

437

334

75

43

1.087

391

973

566

420

93

50

一時現在者住宅、空家、建築中、寄宿舎、下宿屋を除く

岡
詐似
機
一

= 3 4 =

註



(り) 世 帯の主なる峻入を得る人の所属産業別世帯数

絡 主 同 居 世 帯

林 業 及 び 狩 猟 業

漁 業 及 び 水 産 養 殖 業

建    設      業

製    造      業

卸 売 及 び 小 売 業

金 融 及 び 保 険 業

不   動   産    業

運輸通信及びその他の公益事業

ビ    ス

( 1 6 )
1 . 8 2 7

54

( 9 )
590

6

( 1 0 )
400

( 1 7 )
528

( 6 )
651

( 3 )
121

6

( 9 )
481

( 7 1 )
809

(26)
942

(37)
1 7 1

( 1 6 )
1 . 8 1 7

53

( 5 )
570

6

( 8 )
386

( 1 3 )
516

( 6 )
633

( 3 )
119

6

( 6 )
465

(59)
780

( 1 9 )
9 1 3

(33)
160

1 0

。

  1

(4)
20

( 2 )
14

( 4 )
12

18

2

業

　

務

　

業

公

　

無

( 3 )
16

(12)
29

(7)
29

( 4 )
1 1

本表は準世帯を除く 但 し一人世帯の準世帯は ( )を 附し外記した
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生 産 総 額 単位 千 円

計一帥．中中
一引一鋼
‐

迎
‥…！…‥‥―
嘲一‐明
岬

産‐
丁
引
官

４９

　

７２

　

８‐

工
　
一一　
１
．　
１
．　
化

産
1水

産
|

,甘i13:を|
531.853

３９

　

４７

　

９。

(2)農

(イ)農

昭 和 2 6年

2 7年

2 8年

業

家  人   口

数十総世帯員 1 早 否留楊
業に従事

 1 農
 業

人1         人 |

常 備 者

小作別農家数

そ  の  他中中中ケ一戸３　５　４

鰐
研
判

作1累群 1集離 1小
一戸
１２
　
６
　
７

一戸

１４

　

６６

　

６６

戸
1.658

1.700

1.707

昭
`和
2 6年

2 7年

2 8年

(ハ) 専 業兼業別捜家数

業| |オ 1種 1矛  2
一　
〓種
一戸‐３。　‐２‐　‐２７　一

一戸
３９
　
８６
　
∞

一戸
２６９
　
研
　
２８７

戸1
1鞠
■研ギ

単位 反(二)所 有地、借入地別田畑面積

所有地 1 借
入地絡 数 十 所 有地 1 借入地|                                   |
339.6

251.

241.

‐
‐
型
‐
３‐
引
川
Ⅵ
‐
７‐
‐

翌

０６３
．

０７４
．

５３２
．

総

石

‐２
．
‐２
．

:;||;|
７７

　

８８

　

４。

‐９

　

３３

　

４９

昭 和 2 6年

2 7年

28 左再

(ホ) 家 畜飼養戸教及び頭数



(へ)農 作物作付反別及び収穫量

年
量
８
離
２
炊

稲

類

麦

　

一呈
　

韓

卿
穀

韓

莱

「
　

麻

の他 の
帥

醐

樹

水

麦

燕

　

大

　

玉

そ
雑

馬

読

ビ
　

亜

そ
工

飼

果

種燥

484

20.631才、

27.

58.905こ1
8,106ィ「

747.600丁:
1.571石

79.900貫
17,962在F

7.898。910質

1.001.190と宝

17.528.000万予

253.344挙雪
226.200ア千

327
26.930と章

11.626.074サ“

218.050頂

石
73

12.745石

7.658石

365.022と1
1.432石i

385,840員
542ィ耳

162.573挙彗
7 . 5 1 9石

3.783.570警柔

385。312警彗

14.209.125ア子

169.520貿
169.520デ子

202石i
7 . 4 4 0賀

10.982 29011

1 0 5 , 1 3 0寅

子

類
ぎま品

ご
ぶ
え
み
種
走

革
種

莱
た

( 3 )林    業

(イ) 昭 和二十七年度立木伐採状況

(a) 国   有   林

薪

伐採種男JI面 積1石数十金 石数十額 伐採種別 積 | 額金

択  伐

皆  伐

間  伐

保 安 林

そ の 他

計

７４
　
範
　
　
　
‐５
　
‐０
　
４６

円
窃
３７６

一
慨
勢
　
７２６

的

８‐
　
一　
２５

３９
　

２５

町
６７４．　ｎ
　
　
‐５。
‐０．　　８４６．

石
7 6 . 8 1 8

8.549

963

607

択

皆

間

保 安

そ の

伐

伐

伐

林

イ也

22.884

5.176

484

501

332

29.3771

1.287.390

363.283

38.660

40.712

23.803

1.753.848186。9421

(b)民

ヨ

錮
面  積 1石数十金

薪用

伐採種男11面 額‖伐採翻|

‐ 3 7 =



(口) 昭 和二十八年度立木伐採状況

( a )国  有  林

メ日

豚捌1面積1石数十
33』|・7ぎ38`6海|

伐採種別
1 面

一
積
‐

剤
鞘
刺

数
十
金

一

骨 役|
問  伐

保 安 林

除  地

円
16.643.916 | 1 1 , Ⅲ  ′ t i ７５

　
８９
　
釣
　
３８
　
５
。
９２
５
．

３３

Ｇ

伽々

く
　
　
５８

き:き|:古晋|
伐

伐

伐

林

地

択

皆

間

保

除

921.061

111.4031

18.185・045

( b )民 有 林

豚剛1面積1石数十 額‖伐採寧別1面 積1石数十金
一　
鶴

８３

伐

伐

皆

間 ゴ猫1鋼 鑑翻間伐| 比」57・531刺 仰J
( 4 )水  産  業

(イ) 漁 業種類別動力漁船

漁 業 種 別
 1隻

昭和28年12月末現在

機船底曳網漁業

定 置 漁 業

延 縄 漁 業

刺 網 漁 業

小型捕鯨 漁 業

雑  漁   業

すけそう だ ら

な  つ   け

か    れ    い

め

し  ん

す

(口) 主 要漁獲物と漁獲時期

2.411.

369.

188.

141.

86,1

2 1 6 . 1

4 1 5 1 6 1 7 1 8

セ

４３

３８

７２

２３

５‐

８

怖

‐０

２‐

７

４７
　
４５
　
‐６
　
‐４
　
４
　
的
　
５６

112「
~石

9 1 1 0

さ

に

ま



さ

さ  ん

い

た

か

ほ  た

ミ  ン  ク

長

淡

2 6

2 8

に し ん

す け そ

さ  め

か れ い

ほ つ け

さ ん ま

淡 水 魚

皆| 一
一
一

４

　

７
．

―
―
―
―
及

Ｐ
Ｉ

‐

‐

‐

‐
２

‐

一
　

一

王|」
か

に

て

鯨

灯〔

魯

――――一|

須

水 |―

―――――一|

各年12月末日現在

隻 数

屯 数

屯 数

２３

一 ‐

‐
‐４

　

８

受
　
・
０

２

　

８９

　

・
２

５
　
側

教

数

隻
　
屯

。
２‐
一
〔）
　
卸

隻 数

1 3月

7J2
.341

(二) 月 別、魚種別漁獲高

〒〒

一

一
　

７７

２８

　

一

一
　

５。

５。

一
　

一　

　

一
　

一　

　

一
　

一
　

　

一
　

一　

　

一
　

一
　

〇０

一　

　

一
　

一
　

　

一
　

一
　

　

一
　

一

世

一　
一　
　
一　
一　
　
一　
一　
　
一　
一　
　
一　
一
　

〇０

一　
　
一　
一　
　
一　
一　
　
一　
一

一　

一
　

〇〇

〇〇

年
年

７

８

　

７

８

　

７

８

７

８

　

７

８

　

７

８

　

７

８

７

８

　

７

８

　

７

８

　

７

８

ヤま

け

す

tl
643
22

703

1.078

1.010.761
794.332

1 . 0年1
3.138

賢
116.628
1.820

13.584
1、439

1.121.641

679.02C

i判

(ハ) 年 度別漁船笠数及び屯数

= 3 9 =



~ ~              T 平

鍋

封

１

封

‐３

‐０

　

一

一　

〇５

３５

鍛

‐５

　

一

一
　

一
∞

４６

６４

　

　

　

１

２

３

２

４８７
‐０３
　
一
一　
２‐２
‐３９
７。。
犯
　
一
一　
〓２６

翻

一
‐
ョ
引
割

一
‐
鳳
「

他
類
のそ
魚

ほ た て

し じ え

2.050

2.

1.036。32

801・36

1.281.

698・40
合 計十::唇|
1   7

５２

２。

‐７
　
‐２。
‐８。
　
８７
２２
　
４９
‐３‐
　
‐
９８
　
　
２３
　
３８７
制
　
２。７
５６９
　
７
１
　
７９
ｍ
　
２。
１５
　
６
‐０
　
３
１
　
　
２４

979.

碍
剤
「
諮

６６
‐
鍋
判
制

７８７
‐
鋼
軒
鋼
調
淵
判
矧
羽
劉
判
酬
引
判
判

‐０

‐９

　

２３４

２６６

　

８３

２９

　

４８

‐‐１

１

４

　

２

‐６

　

５６８

４‐６

　

１

　

　

‐５

２‐

　

‐４６

０８

９

２

２

６

　

２

１

　

　

０８

２。

４

　

４。

８２

　

４２

　

　

‐８

２‐

　

　

　

　

４

　

０１

４９

　

　

　

　

　

　

７。

６２

　

　

　

　

１

　

１

　

　

１

ｑ
，
一‐‐１０‐
淵
酬
＝
Ｔ‐
刊
翻
判
劉
淵

・―
引
剣
町
甥
側
５‐８‐
判

一
‐
司

‐６９
卸
　
　
　
１
１
９４
郷
　
　
　
１
１
　
‐２
　
‐２

年
年
２７
２８
　
グ
２８
　
牙
２８
　
２７
２８
　
２７
２８
　
２７
２８
　
２７
２８

２７

２８

２７

２８

２７

２８

　

２７

２８

２７

２８

２７

２８

他
類
　
か

のそ
魚
　
い

にしん

さ tゴ

た ら

1.40
74

482.471
445.

270.
557.4

85,
1171

2.
44.

4.936.
3.534.651

222tl
666.7

48,030
78.

544.
736.

3 8 .

26.21

1 7 .
34.

77,
9 .

1 4 .
135,761

すけそ

さ め

かれい

さ け

ま す

ほつけ

さんま

淡水魚

1.629.81

16.

1.645。

54.1

151.C

21.91

33.51
62.

3.

6.1

111
26.51

58.

81.
14.

3.7
1 0 .

2 .
10.214

33 964
39.964

333.
342.

5。198.
5.964.

36,
74.

4.
21.

19.
37.

32.
46.641

1.650.
1.262.87

27
28

27
28

27
28

27
28

13.
96.

11.
16.

33.

18.844

8.641
ア.

3.1
6.

資

路判H祐潮
|

ま粘柵

た こ

か  ヤ色

ほたて

しじみ

判
劃

２５

‐６1・598・62

= 4 0 =

合 計



(ホ) 鯨 種別捕獲頭数

鯨種別
1 9 1 2 0 1 2 1 1 2 2 1 2 4 1 2 5 2 7 1 2 8

何

205.000

- |

五十
205.0001

28

140.000

22封

判

叫

刺

剣

３３‐
叫

〓‐

・
―
劉

叫

６６

　

００

　

５。

０。

　

一

一
　

１６

００

３。

　

　

５。

　

　

　

　

　

　

８。

８６

００

０

０〇

　

一

一
　

９５

Ｃ０

３２

　

０〇

　

一

一
　

２

００

　

３４

００

６。

　

　

　

　

　

　

１。

　

　

７。

捌

湘

「

剰

一
‐

一
‐

１７
‐

瑚

鯨

　

鯨

香

　

頭

　

計

株

　

座

須  鯨
110.000

1
5.000

23
155.000

翻

‐
一剖

‐０７
．

８
．

５
．

‐２。
．

一

泌

６６
．

２‐
．

６
．

９４
．

一

２４９
．

欄
側
螂
ン

劇
判
対

６‐
判
矧
里
ｍ珊
馴

３９
。
　

７
．
　

５
，
　

２

一　
　
‐７
．

５５‐
判
淵
州
刺

８６‐側
一甜
世制

４９

．

‐１
．

‐６

．

７７
．

一

財

ン ク 鯨

鯨

ヤ チ 鯨

16
1 4 . 4 ∞

12
10.800

28
25.200

6
5.400

1
900

7

47
43.300

2

1.800

91
8.1001

58
53.200

41
36.900

19
17.100

1 2
10“E00

72
64.8006.3001

15

13.500

82

73.800

面

1 1 0
W

213.80U刺5跡鋼6潔
(へ) 水 産加工品生産高

'、昭和27年生産高

外枠金額

内枠〆数

玄

勢

η
ハ

フ

イ

（

．

潔

勝
メ  欺 ＼
々ヽ4ガび本傷碗り
″夕7,物修渤
ブ,?汀.,86メ
武ゴやい」や£

卜ヾ難式も基云本的」

封
沖
も単
滑
コ

ミ
ノ,タメ字・クダ/′々汐〃

紗
= 4 1 言



2 t 昭和28年生産高

外枠金無

内枠〆数

慕 ∬
静胤
懸
悶

ぽ
栄 ミ
食

(1) 水 産物消流状況 (昭和28年中)

鮮魚の消流状況    外 枠金額 内 枠〆数 (市場価格)

ヽ

析

ｉ

励
戦 鬼
父夕、〃,溺仕"

ユずダダ字・7/ダン

′夕J〃フア淡ズプ平終

弘
へ∝トト
は一⌒

Ｇ
一
遂
平
年

ヴン
沸拶

29タノをァ・クあθ々  努摯

毎乃ジク声
密   教

/ ィ々タ〃夕よ″メ

志ジ

ブび夕、ク7ノ1ククク〃

金   糠



2、 道外消費量内訳

額貫

＝価
　
００。
　
００。
　
００。
　
０。。
　
０。。
　
０。。
　
０００
　
０００

京

阪

都

屋

縄

野

潟

田

形

東

大

京

名

舞

長

新

秋

山

42.606.000

7.917.0001

9.828.000

319122.000

8.372.000

3,276,0001

3.276,0001

3.276.0001

3.276.00q

郷外刺 112.949.00馴

昭和28年度(チ) 水 産増殖事業

A 昆 布増殖事業

事 業 主 体 築 設 面 積 石  材  数 石材の大きさ 摘

投石場所 市内ポンモイ浜網走漁業協同組合
|

300坪
|
仰斬引 20〆

|

B 貝 類増殖事業

事 業 主 体
|
耗孫附 1蒔付数十採 苗 いかだ | 要

醤遍整温窒協居橘81
18.000炉平

6 . 0 0 0

240万米立

96

i時付場所

蒔1寸場所

網走市沿岸

市内能取湖

50台

2 0

C孵 化 事 業

網走漁業協同組合
 |わ
かさぎ

事 業 主 体
1魚
種
1親
魚
1採
卵 数

十

900〆
|
帆 ∞0万

引
浦士脚 「 崎億万粒、モコ瑚 5億5万粒

網走湖

網走湖

能取iう1

西網走
漁業協同組合

わかさぎ

こ   い

か れ い

1.300

50

1.600

153.000

80

500.000

漁
支
殖
見
増
北憮備

道
同
海
協
北
業
所

す

け

ま

さ

901

9.927

442.670粒

11.652.100
獅項橘酬 6品瑞昌

(り) 水 産関係工場調

A能 詰 工 場

茎 社 工 場 を1建 日 産 能 力
|

日魯漁業株式会社網走確詰工場

極 光 確 詰 株 式 会 社

420

171

800

800

1函 (半封確打入)

= 4 3 =



コ 冷 凍冷蔵t製 氷工場

車 場 ・ 名 1建 坪
 十 日
産処理
評
力
 1 貯
歳 能 力 1  備 |

網 走 水 産 冷 凍 工 場

斜 里 海 洋 漁業鱗光冷凍工場

日魯漁業株式会社網定冷凍工場

株式会社石栗商店 冷 凍 工 場

北見食品株式会社 冷 凍 工 場

内勝漁業株式会社 冷 凍 工 場

網 走 製 氷 株 式 会 社

網 走 水 産 冷 凍 製 氷 工場 1 製氷実吾:,樹屯
C油 脂 工 場

所

社

場

業
、
会

隅

式

油

工
　
　
走

株

綱

月

機

ン

油

有

タ

陽

東

研

東

関

理

社

社

場

韓

韓

工
…

株

株

加

業工

脂

産

脂

油

水

帥
立
部

網

共

阿

D 焼 竹輪工場

Ｋ
　

　

　

　

　

　

場

Ｋ

″

″

″

″

Ｋ
　
　
　
　
　
　
　
　
工

Ｋ

業
堪
品
産
柱
輪
産

漁

水

食

水

水

竹

水

洋

川

見

原

栗
一都

出

水

水

水

食

水

　

水

倉

倉

田

東

藤

和

林

朝

朝

山
北
内

同

小
②
④

場々工

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

加

産
　
′

産

産

産

堪

産

産

産

産

産

産

産

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

　

業

水

漁

内

谷

村

田

浦

林

川

中

判

生

山

　

進

保

奥

田

得

塩

小

金

・口

前

蒲

横

寿

北

井

大

】ヒ

栗

石

阿

東

産

産

産

品

産

産

産

, 名

場々工

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

加産

産

産

産

産

産

産

産

産

産

産

産

産

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

業

新

水

目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産

井

栗

田

野

出

上

Ｅ

川

屋

田

谷

進

白

共

石

柴

鑓

東

村

相

吉

土

鎌

新

日

ＫＫ

丸

E一 般加工場



伊

・

加 工   々水

水

北

洋

ナ||

迅

梅

( ヌ )

A概

工  々  場加産

産

産

水

水

水

田

一膝

日ヽ

称
1所

地
1種

別
1卿
名称
1公
称通信距離 局 貝

網 走 漁業海岸局

B無 線 設 備

送 信

装 置

昼間 2 0 0 k m

夜間  600k rll

2級
3級

電話級

1名
2名
1名

網走市台町66番地 漁業用海岸局 ■
｀
.士I.W.

主 装 置
 1  空
キ:i映電ブJ50 Vヽ )司波努文2160kc 2182kc 2720【 c

制 姐
1邸
擬 カコW聯 卿 60kc犯 晩 2720叱

一
引

10球スーパーヘテロダィン式一台
受 信

装 置

9球   〃

8球   〃

7球   ″

一台

一台

C 所 属船概要 (網走港根拠船のみ)

機 船 底 曳

鱈、魅、鮫延縄

鮭 鱒 流 網

大 型 定 置

2 ( 1 5 )
1 (30)

一

２

一

２

計

42

1

6

1

1

1

1

53

船

船

船

搬

助

庁

運

救

官

△
口　
　
一

呵
討
4

註 1、 総 トン数 2,496.59屯、平均屯数 47.11屯

2、 ( )内 は併置無線電話機空中出力を示す

(ノレ)造 船 施 設 調 昭和29年12月末現在

船

船

船

造

造

造

井

谷

洋

走

東

三

網

道

福

水

株 式 会 社

株 式 会 社

株 式 会 社

造  船  所

造  船  所

158

260

165

90

95

50HP捲 揚機、50屯級30隻上架可能

2511P捲揚機

501lP捲揚機 2基

ゴロ捲式

全  上

= 4 5 =



中

一

人
向 4・968 1 883 1

二
十

2 1 1 1 5 1な

昭和変年度

」4J J封J引」

7221

( 5 )工    業

(イ) 規 模別工場数

年 度
「

~分

1総
数
+ 1人
～ 弘
1 6人
～的人
|‖
人潮 5人

1 4 6 A～
2 0人
|四
人～2 9人

1的
人以上

各年12月末現在

昭

和

２７

年
』ギ
t斗

昭
劇

7.

44.1

ゴ
■
１
肉
判
封
Ｈ
３
‐

ハ
‐
崎
‐

１。

２２

一

６３
．

‐６
．

昭

和

２８

年

1 溌墨歓

|~~iiiii~|十
~~|''i:i!i:!|!!:|｀~~~ 到

7 . 71
23.弓

169

1,360

８

　

３７

　

一
　

・
７

　

‐
，
０

100.0

100.0

8 , 3 1

1 3 . 0 10

4.2

25,7

(口) 年 別工場数及び出荷額 各年12月末現在

れやく1薪出 荷  額 ‖ず
食 料 品 製 造 業

本 材 及 木 製 滉1製造業

家 具 及 び 装備品製造業

印 刷l出 版 及び類似産業

化   学   工   業

123

16

5

61

1.277。1

117.381

13.

29.97

20。5941

29,479

62.443
|

124

15

8

5

子円

1.483.598

154.644

18.295

27.224

59.114

1・!塚・寮|14銑89目

31 34.0 3





(7)事 業 所
(イ) 産 業別事業所数及従業者数 昭和26.ア .1現 在

▼

: |

一
　

的
　

頭

‐
キ

ー

判

　
　
　
　
　
矧

凝

　

　

一

「

『

呂

刊

「

「

駒

一
　

　

一
　

　

　

一
　

　

一　
　
３６

　

的

６
‐
遇
「
刺

一
‐
！
（
‐
引
引

６８３
‐
劇
「
＝
酬
ヨ
翻
判

!!|

g

19

林業及び狩猟業

漁 業  及  び
水 産 養 殖 業

建  設  業

製  造  業

卸売及び小売業

金融及び保険業

不 動 産 業

運輸通信及びそ
の他の公益事業

ナ ー ビ ス 業

= 4 8 =





(1)

( イ)

銀    行

銀行預森ltlj定

網 走 銀 行 脇 会 調

科1 目

当  座

普  通

通  知

定  期

そ の

昭和 26
|~祐
和 27年

十
昭和 28年

十
考

預  金

預  金

預  金

預  金

預  金

守 円

127.284 174.410 131.852+

:81告:|
63.669

側劇

各年12月末現在
千H         守 円

|
203.264

1

4.760
|

325.055

121,033

78■4511

|

482.036

|
51.864
|

955 355

(口)銀 衛貸付金勘定

ボ   _J 昭和 26年
「
五孫戸花'下石

1昭
和 郷 年

十
考

証 書 貸 付

手 形 貸 付

当 座 貸 越

割  引  手  形

卸２５
２‐。
１３５
鍛
整1瑠
i別各年12月末llL在

396.41引

昭和 26 年 昭和 27 年 昭和 28 年

一局
一向

一向
一向

一向
一向

組
払

組
払

組
払

取
支

取
支

取
支

送

　

荷
　
他
代

金  為  替

為   替

所 割 引 及 び
金  取  立

(二)手 形 交 換 高

(2) 郵

十年度

8:ilを

子1各

年12月末I兄在

232,430
292.420

183!8:81

畠割
昭和 26 年 昭和 27 年 昭和

枚
・
金

1,067

53,949.513

替篤金貯便 各年1公月31日現在

郵 便 貯

振 替 貯

郵 便 為

ギよ838退3』郵

18子!83'|る3]振

,&千酔退8』郵

払
戻

払
出

払
出

金

　

金

　

替

預
金

受
入

受
入

金

　

金

　

替

27年
28年

27年
28塗干

27年
28左手

42.399
40.6431

6.23tl
7.068

11.576

便 貯

替 貯

便 為

(ハ) 銀 行為替勘定

9.010



(3) 簡 易 保 険 各年12月31日現在

度
1加
入 件 数

十
契約保険金

2 7年

2 8年 怪瑠州千1:::|

各年12月31日現在(4) 郵 便 年  金

年  岐 |

2 7年

2 8年

1件
 教
1 料
 金  額

 1 契
約年金額 摘

~ 口
i::i‐
H。ロロHロロ‐口
|―
|

163.

83.

28年12月31日現在 82+ト

(5) 網 走信用金庫

(イ)預  金 各年12月末現在

通
1定

の 他
|

|

期
|そ

言|

印
‐４‐

　

８７３

　

４４６

皓
　

２２

　

３‐ 舞] 患副
411.986

655・350

877.979

(口)貸

(6) 住 宅金融公庫融資状況

区 別
隻、室上J印 究年十

各年12月末現在

28  塗再 考

町

件

金

認

認

承

承

数 |
額 3.44暑|

6 0 1単位千円

28.200

= 5 0 =





(1)教 育 委 員 會

(イ) 教 育委員会機構

教
育
委
員
会

一

一
教
育
次
長

一

一
教

育

長

―匡告△玄　校
務   係

教 育  係

教 育  係

|=雷 導書予 忌

(口) 教 育委員と教育長~1真
要

委  員  長

委    員

教  育  長

次
　
一
一
三

夕

士
口
三

哲

金

　

雄

ク

雄

孝

岡

本

　

巣

本

谷

藤

宮

田

潟

松

今

斎

自昭和 27年 4月 1日
至昭和 29年 11月 1日

昭和 29年 11月 1日

昭和 27年 4月 1日

市議会選出委員

(ハ) 教 育委員会配置人員

”

＝

‐

計
1指
導 主 事

1事
務 吏 員

|そ
の 他

|

係

係

係

事

舘

所

舘

所

育

育

主

　

成

物

究

務

教

教

導

書

養

博

研

計

会

校

　

　

員

上

育

庶

社

学

指

図

教

郷

教

(2) 市 内各學校一寛

(イ)小 学 校

郵

市立‐
川

″‐

称

一
校

名
一岸
″　
″　
〃

走
央
廟
園

学

一
網

中

卯

中

1住 所 1校 長 名 護碁1 学
立市1音根内
″
1茅多
山

ヶ
l澤

士

裂

校  名 1住  所 1校 長 名

目げ

内

町

西

原

図

桂

条

即

中

字

評

字

字

角野 米 次郎

須貝 麟 太郎

小槌 智 久三

松 本 幸 一

小 学 校 宇音根内

字嘉多山

字浦士別

字呼人

笹 森 秀 治

多 田 幸 吉

西 山   浩

川 上 益 夫

= 5 1 =



字北浜

字丸万

字稲宮

字能取

字贈浦

字些郷

字二見ケ岡

字山里

角 田 岩 男

才帥 1 賞 lf

愛州 松 次郎

″〔レ谷部新二郎

朝 田 二 月

山 田 義 保

谷 藤   澄

延原 富 二郎

字平和

字汐見

字東網走

字清浦

字藻琴

字美岬

字新町

字能取

清 水 仁 郎

村 上 郵 吉

竹 内 定 光

伊 藤 隆 雄

名 畑 善 己

烏谷部新二郎

小 南 邦 雄

佐々木  忠

校分甲

馴

″
―
糾
川
川

称

一
校

因

万

胡

人

中

丸

浦

呼

校 学

所 1校 長 名 圏 学 校 名 1住 所 1校 長 名

北10条西4丁目

字夕B原内

字中園

字丸万

字浦士別

字呼人

逢 坂 往 来

山内 千 之助

小野寺 軍 吉

松 本 幸 一

花 田 寅 吉

中 村 嘉 邦

川 上 益 夫

1 北 浜 中学校

嘉多山 〃

能 取  ″

豊 栄  ″

音根内 〃

藻 琴  ″

清 浦  ″

字北浜

字嘉多山

字能取

字豊栄

字音根内

字藻琴

字清浦

角 田 岩 男

多 田 幸 吉

鳥谷部新二郎

梶 浦 喜 一

笹 森 秀 治

井 上 末 雄

伊 藤 隆 雄

等 学 校

“
■
ｈ
ｌ
ト
ー
ｉｔ
ｒ
晰
―
‐
‐　
，ｒ
ｌ
注
■
ヽ
，１ｌ
ｔ
ｒ
じ
ト

(ハ) 高

設立区分
1   学 1住 所

1校

‐
備

一‐

‐

考

道 立 網走南ケ丘高等学校

網走向陽高等学校

網走定時制高等学校

字台町

北10条西4丁目

字台町

勉

美

勉

重島

町

福

町

(二) 幼 各年 5月 1日現在

書蚤峰戦耳琴尊ずポ芋|
|

要

昭和 2 7

″    28

４９
　
砲

年

年

所在地

網走市南 6条東 2丁目

(ホ)各 種 学 校 各年 5月 1日現在

嘉
~「
嘉 徒   数

コ レ ン ス 洋 裁 学 院

三 浦 和 洋 裁 専 門学院

網 走 高 等 技 芸 学 校

網走 ドレスメーカー女学院

西 網 走 日 本 月R装 学院

北海道編物専門学校
網走分校

網走市新町

″  南 5条西 3丁目

″  南 6条東 3丁目

″  南 6条東 5丁目

″  字 卯原内

″  南 6条東 2丁目

= 5 2 =



教 育  機

|1li!!i!::!:::!:!:il!iiiii!!i!!liii
道 立

学級数十教員数

1昭
和2る客 1障棚

網走市教育研究所

1 南

6条東4丁目 長
員
所
所

教員養成所の教員敬、生徒数は各年 5月 1日現在

( 3 )各 學 稜 の 概 況

(イ)小  学  校 各年 5月 1日現在

Ⅵ
‐
剣
ョ
引
‐

５‐
剖
科

（
‐
Ⅵ
６‐
‐

イ‐
劇
判

↓
―
■

９‐
‐

ラ
‐
ｑ
２
‐
‐
ご

７‐
‐

２‐

‐６
‐‐

Ｓ

引
刊
洲
１１
４‐

叫
封
４‐

３‐
‐
例
割
引

（
―
判
列
刊

（
Ｉ
Ⅵ

４‐
刊
ダ
粛
Ⅵ
封
刊

８‐
‐

９‐
劇
判
洲
刊
６
‐
川
引
６
‐

７
‐
コ
５
，

０
‐

２

５

‐

３

■
‐
「
‐
２

９
‐

４‐
‘押

「

ゴ
〕
１
１
＝
ぷ
当
■
１
７‐

６

‐

７‐
剣
刊
劇

ョ
刊
Ｈ
引

６‐

０
‐
０

１‐＝
＝
■

１‐
Ｉ
Ｓ

引
「
ゴ
ｑ
Ｊ
１

７‐
「
６
‐

ぎ

引
刊

〔
―
判
０

ゴ
■

６‐
‐

４‐

川
刊
Ｊ
■

１１

ｕ
ゴ

弓

ｑ

劇

「

１

劇

粛

刊

劇

日

刊

封

剰

「

７
‐

劇

「

６‐

３
‐

引

８‐

６‐

‐

剣

引

封

判

１１

翻
酬

‐‐
――
引
川
矧
矧

７
‐‐
剣
剤
判
割

６
‐‐
朝
釧
酬
割

円

洲

副

刊

７
‐

６
‐

「

８‐

４
‐

‐

７‐

「

（
‐

日

１

洲

日

「

３
‐

３
‐

Ｈ

割

判

対

対

刊

１１

６‐

仙

４
‐‐
洲

一
‐―
到
判
剤
酬
刊

３‐‐
３‐‐
創
割
刑

２‐‐

２‐‐
洲
割
引

２‐‐

２‐‐
洲
洲
¶

１１１

２‐‐

珊

一鐵

鍋

翻

謁

捌

昭

鋼

謁

瑠

調

封

料

富

浦

郷

里

和

見

走

原
　
　
　
　
根

　

多

　

士

校

一

網

中

‥

藻

卯

ド

居

Ｆ

浦

呼

北

丸

ぽ

鱒

豊

山

平

潮

東 網



句

３２
‐
５。

範

９２

９‐

８

８

　

一
２３

柑

８‐
‐

「

鋼

４
‐

引

料

２２
‐

「

５
１
　
‐５
‐３
　
７
６
　
一
１
　
一
一　
設
８４

一

３

　

‐３

８

　

７

帽

　

１

１

　

一

一
　

鶴

８５

一

【
〕

‐２

‐６

　

７

６

　

１

一
　

一

１

　

８８

５９

３

２

９

８

　

‐０

５

　

１

一
　

一

５

３６

７７

５

３

　

‐６

９

６

７

　

一

一
　

一

３

　

５３

７‐

１

３

　

‐２

‐７

　

８

‐１

　

一

１

　

一

１

　

７７

４３

２

３

　

‐０

８

　

７

６

　

一

３

一
３
　
７‐
轟

２‐
２‐川
帰
判
だ
８‐
引
２十

一‐十
一‐
２‐
劇
劉
明
，

‐０

５

７

４

３

一

　

一

１

１
４
　
‐８
９
　
７
９
　
十
一　

一
２
　
６５
３７

１
３

６
‐４

６
７
　
一
１
　
一
３
　
７９
拓

４
２
　
‐１
‐６
　
‐０
９
　
一
‐
　
一
２

３９
伍

３

３

　

３

３

　

２

２

　

３

３

　

１

２

　

一

１

　

５７

御

浦

　

取ほ

5・469
5・763

中

一

( 口 )

校名1雷学級数
2/
28

27
28

27
28

27
28

27
28

27
28

27
28

27
28

27
28

27
28

27
28

27
28

オ

　

オ

牙D原 内

丸  万

浦 士 別

北  浜

嘉 多 山

能  取

音 根 内

呼  人

栄

　

琴

出
王
　

藻

中 園12舌
者  岳1号を
合 計 +23
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|ぽ

1学 r 名1雷 男 1女 1計 2年十3年+4年
(9とと51
(32営51
|

t;,::|
2晶
|

引
翻

ヽヽ
・′／
　一
　
　
ヽヽ・・′′″　．

奄

２
　
５６

２

網走向陽高等学校
一

７６

( 3 1 )
265

(32)
462 瑠

(ハ)高 等 学 校

翻&

「霧「爾]刊i蘭□瑶誰

〔註〕 ( )内 は定時制高校の分

養教

護論

學 校 保 健

(イ) 小 中学校生徒の身長、休重、

員     ‖   職        員

専講

化こ自市

助
教
諭

暑|
ほ| ５３．‐…↓ド十‐０‐．‐一‐

男

女

(4)

胸囲、坐高調

33.11
34.

87.
37.

42.91

６２
．
ｅ。‐

　

　

　

　

　

　

錮

６‐

的

６２

６９

　
４７

５８
　
５５

鶴
　
３６

０６

‐５
　
４９

６４
　
３４

９３
　
２２

熱
　
的

５８
　
４‐

６３

‐５

２５
　
郎

‐０

５７

０３

２６

２７

６９

４‐

７６

０３

‐８

‐８
　
２。

２。
　
２２

２２
　
２５

２５
　
グ

２７
　
釣

３‐

川
矧

判

潮

潮

判

７‐‐

９‐‐

上
十

馴

明

掛

潮

剖

１７
‐

醐

「

‐８

‐８
　
２。

２。

２３

２２
　
２５

％
　
２８

２７

卸

３。

６９

６９

７２

７２

　

７５

７５

５４

４４

　

０２

８‐

９‐

３９

３４

３４

　

佃

３８

　

４３

４３

―
列
司
ＤＩ
Ｉ
引
引
９
‐

８

９

‐

‐６
‐
引

５９‐
引

０６‐
判

３８

３９

　

４４

４４

　

５‐

５‐

現一‐‐０。３３‐‐０・４５　‐‐５．３２‐‐５．３７　‐２。，６‐‐‐９．８３‐２４．９８塵
‐２９．２３‐２９．５９　‐３３．９８‐３４．。９

２７

２８

　

２７

２８

　

２７

２８

　

２７

２８

２７

２８

　

２７

２８

２７

２８

　

２７

２８

　

２７

２８

中

学

校

洲
剰
翻
翻
剖

= 5 5 =
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|      ~

(口) 小 中学校生徒眼科検診成績

男
女
別
．

視1卸期‖検1倭1船
(員
1近
祝
1遠

視
1鮨
人員
1蒻

27

28

7.92夕ぁ
221
7.67夕ぁ
136

子1骨;]|
9.42ク方|

ギ泌
463
8.94夕琢
e03

％
２
％
１

―

・升

女
別

27

28

27

28

1窪1鮨人員1近
祝1遠

彰８
物２７一彫
‐４形
３８

視
　一彰
６
彰
「一彰８
物２７一彫
惚

ト   ラ
ホ ー ム

3.38

4.55

3 03

4.46%
1 0 8
3 . 2 1 %

け d

一

４２‐

‐

２６５

‐

27.2る
zl
23.9と
務|

554
20.79夕ち
471

27

28

(5)固 書 舘

(イ) 図 書館の沿革と現状の概要

明治 37.8年の日蘇戦役を記念して、故安田貞謹氏、松崎家氏及び貴田国平氏等の首唱により明治39年 1月に私立網

走図書縦覧所として南 5条束 4丁目に発足、同40年 1月網走図書舘と改称、同41年 7月南条 5東 5丁目に新築開舘、

大正13年 7月 1日町立移舘 (認可大正15.529)昭 和 8年現イ立置南 6条東 5丁目に移転増築、昭和22年 2月11日市制

施行と同時に市立網走図書舘として現在に至つておるЭ

く口) 総 坪数    62.5坪 (階下37.5坪、階上25.0坪)

(ハ)舘  員     舘 長 1.(教 育長兼務)  司 書 1・  司 書補 1・

(二) そ の他    開 舘時間  午 前 9時30分～午後 8時30分

休 舘 日 祝 祭 日

(ホ)図 書 舘 蔵 書 数

1 23年+ 24年+ 25年+ 26年 27年 + 28年
1.085

581

824

358

280

134

243

349

０７２‐
劉

剰

２８。‐

劇

到

‐
０５３‐

‐

５７４‐

‐

７９８

　

３‐５

　

２６‐

　

‐３‐

　

２３３

　

３３５

７２。‐
鋼
劇

２５８
‐
‐
「
町
州
２７。‐

記

教

誌

学

学

学

業

術

総

哲

歴

社

自

工

産

芸

学 ・宗

火・地

会 科

然 科

;!:|
号,31

磐|
= 5 6 =



語    学

文    学

児童用 図 書

雑誌。小冊子

|】 明 「
・・・
|  |    |

３５

６２

５２

３‐

‐２４
７２８
‐‐０
∽

163

1.507

291

1.763

165

1.627

323

2.253

1 23年+ 24年

8・17 8・73

27年+ 28年

4 481 7.4291

( へ )

児      童

学 生  生 徒

宗 教、教 育 家

官 公 吏、会社 員

農 工 商 漁 業

雑     業

無     職

計

２５

∝

２

９

‐２

２

４。

―

２
．
　

　

イ
，
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３
．　

２
．

‐０４
仰
判
８。‐‐

４７。‐

６８‐　
３‐２
‐

３２‐
‐

８‐
‐

‐０９
‐
　
４７７
‐

６５３　
３‐４　
囲　
７‐５　
５。２　
筋「
州
‐
２８。‐淵
川
認
「
７４４‐‐

記

教

誌

学

学

学

業

術

学

学

書

宗

地

科

科

　

　

　

　

　

図

総

哲

歴

社

自

工

産

芸

語

文

児

3.041

7.729

48

117

144

31

425

3.874

7,927

104

147

288

46

504

1,342

11.052

126

159

107

43

608

13.4377.3951 9,0051 11・53」
| 剣

(卜)分 類別図書閲覧冊数

123年 十
~丁
百百 下丁再司 26年 「

学 ・

史・

会

然

1.942
|
209
|

罫1
479

251
|
103

2 1 4 1

731

3.:3を|

7.9281 判 刺
( 6 )郷 土 博 物 鵠

(イ)沿    革

本舘は社図法人北見教育会が、串太子殿下御降誕記念として郷土教育の振興文化の発展をはかるために昭和11年11月
3日に建設開部したものでその後昭和23年 4月網走市に移舘され現在に至つておる。

敷地は桂ケ丘公図内の文部省指定史蹟桂ケ岡のヤンの隣25坪で建物様式は三階建ヨンクリート洋風である。

(口)舘  員   舘 長 1名  助 手 1名  給 仕 1名  計 3名

(ハ) 年 次別参観人員

= 5 7 =

判



(二) 陳 列資料類目

別| 容

教 育 室

博物標本

植物標本

そ の 他

烏類、魚類、毘虫類、鉱物類

食用、薬用、飼料用、工業用、有毒物

大模型図、気候、風土、雨量

口
叩
製

麻
　
　
　
　
　
　
　
プ

亜
　
　
　
　
　
　
　
ル

　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

菜
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

甜
　
　
　
　
　
　
材

ヽ
　
　
　
　
　
　
筆

類
　
　
　
　
　
　
鉛

一立
　
　
　
　
　
表
　
ヽ
本

菜

　

　

　

図

木

標

ヽ
　

　

詰

型

軸

の

稲

　

　

確

模

チ

石

荷
、
水

ヽ
養鶏

貝
、
蟹

魚油
、

的

ヽマ
ッ

鋼

薄

兎

立

ヽ
過

板

ヽ

ヽ
養

帆

粕

造

ヤ

銀

薯

ヽ

ヽ
魚

製

二

水

鈴

豚

鰈

ヽ
に

べ
　

ヽ

馬

ヽ

ヽ
魚

び

ヽ
黄

ヽ
半

鱈

千

並

木

硫

麦

山

ヽ

ヽ
況

杭

ヽ
型

裸

ヽ
鱒

品

状

ヽ
銀

模

ヽ
羊

ヽ
製

獲

プ

ヽ
塊

麦

緬

鮭

廠

漁

ル

金

金

統
小
　
ヽ
　
一　
　
一　
　
一　
パ
　
一　
　
一

ヽ
牛

物

物

他

ヽ
業

他

支

ヽ
獲

工

の

材

　

の

小

馬

漁

加

そ

用

鉱

そ

産

産

農

薔

産

　

産

林

　

鉱

産 業 室

歴 吏 室
|

旧幕府時代の神社競びに運上屋等の資料、屯田兵時代その他の開拓者の関係資料等

考 古 室

1岳
  暑
1 号
景誓景8私

i邑
角牙器、金属

容
、その他モヨロ貝塚の断面標木、貝塚中の埋葬実写

)生活状況及び当時の用具類を鬼集し写真、シオラマ等を陳列している

定員70名を収容し得る設備を有し各陳列品の特別説明や譜演会、研究会、その他の
会合に利用している講 堂

|

応 接 室
|

‐側
Ｕ
‐
‐
‐
‐

1 約
7坪の明るい室で貴賓の応接や休憩室に利用する

廊  下
|     1 饗 来路ユ表響香盆

低昴真奪園実防緩乗黒戦冒
内の名所や産業状態の写真、アイヌの

そ の 他
1文
  庫
1 舘
内事務室にあり、郷土史その他の研究に供している

(7) 年度別 テジォ韓取者状況 北 見 放 送 局 調

ti
世帯

計 十有 料1無 料
２８

２８

３７

２。

６７

６７

７９

昭和 22

23

24

25

26

27

28

4.354

4.743

5 607

―
封
■
―
倒
「
ゴ
ｑ
ｌ

５４

４。

的

９９

５。

３８

８７

５

９

‐１

‐５

帽

２‐

５‐子を:|

４２

３‐

３‐

３。

８６

‐０

９２

年

年

年

年

年

年

年

= 5 8 =





(1) 器 療 機 開

(イ)病 院 診 療 所

―

昭和29年12月末現在

称
1所
在 地

| 1医
師教
1看
設婦数
十
病床教

北農網走厚生病院

水  谷   〃

加  瀬   ″

藤  田   ″

国  分   ″

中  央   ″

「|!   1上   ″

井  林   ″

金  川   ″

吉  村   ″

村  上   ″

前  田   ″

国 保 引ヒ浜診療所

国保卯原内診療所

勤 労 者 診 療所

向 陽 病 院

三 眺 診 療 所

北六西一

新  町

南五西三

南五西二

南六西一

南六東一

南二西一

南二東二

南二東二

南五東二

北六西一

南六束六

北  浜

卯 原 内

北八西二

向  陽

大曲刑務所内

農程ぉ!湿禁蕨暴Pとお梁れ郷ヽ
外科、産婦人科

内科、小児科

外科、産婦人科、'門:病

内科
″
外科、ヒフヒ尿

外科、婦人科、皮膚、泌尿、性病科

小児科

内科、小児科

産科、婦人科

内科、小児科

内科、小児科

耳鼻科

全 科

全 科

外科、内科、小児科 ′

精神科

全 科

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

166

6

1 0

18

5

28

19

8

1 9

(口)医 療 従 事 者 各年12月末現在
ド

昭和 26 年

昭和 27 年

昭和 28 年

(2)現 境 衛 生 施 設

ずく1岳

若殿 |

保

健

婦

助

産

婦

科
医
師

1 0

1 1

1 1

50

55

57

20

21

28

1 1

1 2

1 2

暑骨曇 暑 |

理
髪
業

浴
場
業

旅
舘
業

16

16

1 6

9

11

1 3

客年12月末現在

昭和27年中(3)篤 染 病 の 状 況

名患者数十死亡数‖ 1患者数十死亡数王
鉾

痢 (含 疫 痢)

チ   フ     ス

ラ   チ   フ   ス ‖甜暑
=59=

マ

航

百



冒

凡

炎

ヒ

核

熱

マ

感

　

　

　

マ
　

　

　

．

行  性

傷

流

破

肺

小

結

産

ト

伝

　

　

染

　

　

病

フ
　
　
疹

狸

ヂ

流

発

伝

　

　

染

1忠者数十死亡数 1患者数十死亡数
昭和28年中

情 ャ

疹

咳

胃

凡

炎

ヒ

核

熱

マ

リ
　

　

　

感

　

　

　

マ
　

　

　

．

日

性

傷

行

マ

航

百

流

破

肺

小

結

産

ト

届

出

伝

染

病

≫

ス

ス

熱

ャ

脳

ス

痢疫

フ

リ

フ

含

フ

爪
　
　
　
チ
　
・紅
　
，ァ
　
　
　
チ

チ

　

ラ

　

　

　

フ
　

　

　

疹

赤

腸

パ

狸

デ

流

発

法

定

伝

染

病

各年12月末現在

各年12月末現在

指
腸
、
潰
妨

胃
及
び
十
二

の
血
管
損
傷

中
柄
神
経
系

(4)主 要死因別死亡

(5)主 要死因別■見死亡

昭和 26年

昭和 27年

昭和 28年

的
　
４４
　
３４

年

年

年

和

和

和

昭

昭

昭

藤



『
■

十．．，【中．
‐

( 6 )結    核

(イ) 累 計結核死亡率の比較 (人口万対率)

圧
ヽ
本
年別
J昭和221 23  1 24  1 25 1 27  126  1 28

(34)
8 . 5

―
引
―
綱
出
判

？
・
　

　

・
５

　

。
９

？
・
　

　

・
３
　

　

・
７

市
　
道

国

走
　
海

網
　
北

全

註 網 走市の人口 昭 和22年一-34.850

昭和23年一-35。364
脇雪不日24全千―一一-37.846

田召芥n25盗千―一一-39,218

昭雪不日26塗F_一一-40.096

昭和2/年一-38.477

昭和28年一-49.047

(口) 患 者発生及び死亡者数

( )内 は実数を示す

各年12月末現在

男
女
別

男

女

計

種

別

関

　

係

呼

吸

器

昭 和 2 6年 昭 和 2 7年

生
1死
 亡

昭 和 2 8年

生
1死

罫| 51

131

‐６８

‐２。

２８８

「
　
２‐
　
３２

男

女

計

関

　

係

そ
の
他
の

=■
卜|

２。

１

２９

‐５

２

円

５２

研

８９

弱

６３

６‐

２７

　

‐９

　

３‐

劉

‐９‐
引

判

各年12月末夢在(ハ) 年 令別発生及び死亡者数

せ
14

登1警登1警

‖
各年12月末現在(7) 性 病患者届出数

1性
別
1昭

和 2 6年
十
昭 和 2 7年

十
昭 和 2 8年

171

と』

暑|
= 61 =



１

一

１

１

一

１

男
女
計

軟 性  下  府

２６

２６

５２

・

男

女

討
‐

( 8 )清 掃 事 業

(イ)清 掃区域内戸数及び人口

「
刊

到
３
　
卸

和 2 8年1昭昭 和 2 7年

８７４　
醐

(口)座 芥処理状況

斬

　

一　
　
一

５３

　

０４

′

５３

一
　

一 軸
1郷

8

(ハ) 尿 処理状況

1処
理 実 績

昭 和 2 6年

2 7年

2 8年

量
1処

理 合 数十  備
台台

20,496

24.0351

判

6.405

7.511

8.189

(二) 従 事員及び施設

|‐―::i!!|!!!――,i,ifi――i――ii,;ii~~~1:|;lti「ト ラ ツ ク 所卦
ロ

昭和 26  年

2 7  年

28  年

3

3

3

7

7

9

1

1

2

1

1

1

(9) 民 生 委 員

＼ 区

よ 総 数 十 | 1堂 品年 度 ＼_

昭和 26 年

27年

28  至再

= 6 2 =



(10)生 活保護法による保護状況

一
２６５
‐２４
卸
一
祉
７‐３
如
一
６９‐
ｍ
‐７‐
一

計　一‐，２Ｃ鞭中一５。７Ｃ‐７．７‐中一弱殖”

劇

一瑠

一潮

‐‐
‐
邪

２６５
‐
‐「
部
鋼
掛
劉

５‐９‐

７。３

一

１

１

７８２

一

１

１

‐７８

３
．

　

一　

　

　

　

　

５
．

一　

　

　

　

　

‐０
．

７
．

　

一
　

　

　

　

９
．

一　

　

　

　

　

‐２
．

刊
閣
瑠
劇
閣
諭

判
一封
７２７．３６。‐輛鋼
瑠
瑠

訓
一劇
口瑞
劇
‐「
潮

昭和勢年12月末現在(11)破 含頑取と施設

業
1所

曲

町

大

新

字

字

護

育

主

一
釈

保

院

所

網
エ線一

団

走

財

網

走 慈 恵

保 育

放 者 保

～度による種別1構 造
り
数譜坪

一
の
教一戸

昭和22年度

23

24

25

25

26

26

27

27

28

29

2 9

(プロツク)

本造一種

本造二種

木造一種

簡耐一種

二種
一種

型

型

甲

乙

大

　

　

　

ム
ロ
駒

1 1

1 1

1 1

1 1

( 1 3 )努 助倉鵠利用状況

( イ) 各年12月末現在

禁
会 教
房 1 労

働団体 官 公 衝
年度

◎駒場12.呼1.卯2.豊栄2.音根内1.藻琴2

(12)公 管住宅建設状況

そ の 他

昭和26年

27年

53+十

(62)

51

(59) 翻
= 6 3 =

件
う
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註  ( )内 は使用延日数

( 口 )

各年12月末現在

号
議 室 墾
号姦
和曇)
五   号
集 会 場

‐
４８
‐‐
２２…
‐
翻
判
‐

各年 3月末現在
失業封策事業年度別貿績

割 当 人 員 吸 収 人 員 吸  収  率 星
庫神懃

単位 千 円





群
…

／
・

(1) 交    通

(イ)1国 鉄乗降ゃ十手荷物、小荷物発着状況 網 走 駅 詞

1到
着 私 小

1中
継 手 小

９６３
９‐‐
６６６
知
９９４
財
‐７２
９５７
ｍ

見

０

１

９

２

３

３

１

４

２。

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

屯

一　

一　

一　
二

　
７
　
竹

屯

一
　

一　
一　
一
　

一　
４８
　
６。

527.2981

8 1 5 . 6 7 6

865,716

907.346

888.044

813.0081

961 910

957.140

907.316

16.2991

28.2291

:3!圏 :|

|:]!手を3
4

178.5651

姑
刺

57.3901905.714

831,025

995.842

83.412

82.873

101.727

98.227

1屯扱1車 坪 | 急行小口1小 日 1屯 扱 1事 扱 1 計

送

教

発

車

到 着

車 教

2 2

23

24

25

26

27

2 8

屯
29.824

34.557

46.500

53.610

9 1 . 1 1 5

90 245

89.977

35,8亮| 早
4 . 7 1 4

5.654

6.371

子,752

7.181

6:866

7.007

40.754

49.265

62.542

95。110

94.157

94.2471

(ンヽ) バ ス旅客輸送状況 網走バスKK調

ダ

3予:1岳3:|

屯
亜

‖

(口) 国 鉄貨物発着状況

慰

渦

招

剰

川

留

明

引

鮎囲1祐酬

昭和 2 6

27

28

年
　
″
　

″

設

信
　
施便

098.748

757.068

876.377

(2) 通

(イ)  垂 田

1 合
年

年

昭和

普通郵便局

= 6 5 =



(口) 郵 便物取扱件数

( 3 )電

(イ) 電 話加入者数及び
一日平均通話数

茄 入 者 数
 十 市
内通話数 再末通話数十

―
剖
判
―
村
引
―
引
引
―

昭和 26

27

28

年

年

年

６７‐
‐

７。３‐

引

(口) 年 次別電報取扱件数

1品1轟 内 国十外
州
刊
引
淵
引

‐

２‐

「

川

引

‐

２‐

‐





庁
|十1

i l

(1)道 路
昭和30年 2月末日現在

――一
他

村
1ぞ,こ1 2 .

39.

15.1

39.t

15,

347.2

414.

34',

4 1 3

ゆ

(2)港    漕

(イ)網 走 港 域子

東経 144度14分、】ヒ緯44度 2分を中心として 1.800米の半経を有する円内の海面及び網走川、網走橋下流水面

(口) 防   波   堤

名
ご 1  主 :

甲  部

乙  部

丙  部

丁  部

河   ロ

胸

混

堤

堤

堤

堤

堤

波

波

波

波

突

防

防

防

防

成

〃

成

″

壁

堤

単

画

単

函

方 塊 、

塊

塊

塊

塊

函 塊

(ハ) 航 識標

称
1澄
色 光 数

十
燈 質 週 1嘉 1光 =巨

離
1鯨
平均水面

1構 造

網走防波堤 燈 室

河 口 突 堤 燈墓 1遜
i盤蛾 閃光

電 燈

2秒

不 動

1 0 . 3ヵィ リ

8 . 6

160ジに

9 . 1

鉄筋ヨンクリート

ゆ (二)入 各 年 末 現 在

昭和 26 年

27 年

28  年

11.71

1 1 .

12.51

411.1761

455.977

390.3861

(ホ) 通 信及信号の機関

別 1所  在  地 名 称 及 経 営 者

業 無 線

上 無 線

字  勇  町

北2条西3可
ち
目

網 走 漁業脇同組合無線指導局

網  走  警  備  救  難  所

周波数 2.167、通達巨離 125哩

周波数 A3.2182、通達巨離 10011L



(へ)船 舶 乗 降 人 員 各年末現在

員 |十年 度 1航 路 名1乗

「
五孫戸
駆 1網
走
亨
登呂高
|

４３‐
軸
勤

く

一
経

1  28年 十 ″

井   本 ・ 店

本   石   油

屋   商   店

林屋、新谷、白井各商店共有

林   屋    商    店

(3)建 築 届 出 件 数

1昭和25年 十

店 舗 併 用 住宅

営

白

日

林

1所
在 地

築 港 埋立地

数 貯  蔵  品

2

1

1

1

2

重    油

ガ ノ リ ン

５

３

１

１

一

５

一

釣

一

‐６

二

一

一

罵|

舎

宅

舗

校

所

社

所

店

所

所

舘

庫

所

場

他

療

食

育

送

民

　

畜

葬

の

ヤ

宿

店

店

学

集

労

神

診

飲

保

放

公

油

‐４

一

‐６

１

一

‐０

一

一

工 場 兼 住 宅

工     場

車     庫

倉     庫 ′

病     院
・
旅     舘

事  務   所

事務所併用 住 宅

浴     場

公 営 住 宅

引 揚 者 住 宅

労 働 会 舘

１

卸

一
３

２

１

１

２

一
１

１

■

■

一
１

１

鶴

1

1

屠

火

そ

卜) 石 油 タ ン ク

(その他とは 独 立の物置、納屋、蓄舎)

= 6 8 =





(1)機 構

1消 長|

|・
部|消

署 |

(昭和30年 1月 1日現在)

1 消1 消 団 |

総

務

課
―
―
―
―
「
日
〕
昨
　
中
眸
　
人
事

「
予
防
群
―
ユ
日
韻

覇

―
―
原
因
　
調
査

―
―
技
術

―
―
オ

一
分

団
　
　
　
市

　

街

―
―
オ

三

分

団

―
―
オ

三

分

団

―

オ

四

分

団

―
―
オ

五

分

団

―
―
オ

六

分

団

卯

原

内

北

　

浜

呼

　

人

藻

　

琴

鱒

　

浦

(2) 職 員及び国員

(イ) 職 員階級別人員表

(口) 団 員階級別人員表

階 級 別
1日
長
1副
団 長
1外
部 長
1分
日 長
1部
真1班 長 1消防員

現 員 数

(ハ) 団 員人員配置表

分 団別1団本部1帯

現 員数十
叉1遼



(3)機 械水手U及通信警報施設め獄況

(イ)機    械

J

刈
　
ン

ガ
　
ポ

車

ド

報

オ．

一
広

ノ

車

ン

プ
　
す

ン
　
ツ

ポ

　
ニ

車

ダ

ン プ

　

ョ

ポ

　

ト

革

ド

プ

　

一

ン
　
」万

ポ

　

フ

車

ず

槽

す

水

い
ヽ

別　　＼ぺ
卿署1 分
2 分

3 分

4 分

5 分

6 分

団

団

団

団

団

団

そ の 他
消  火  栓 井 戸 式

貯 水 槽
貯 水 槽

８５

６

・

５

６

３

２

■5鑑
紳
|

50 江ヽ

:|
20M
|

中

一

２２

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

市    内

卯  原  内

】ヒ        」韓

人

琴

浦

呼

藻

鱒

(口)水 利 施 設

封 側判
(ハ)通 信 警 報 施 設

設  置  教

公 衆 電 話

火 災 専 用 電 話

望

ナ

げ J
楼

ン

(4) 況

抑一印
災火

昭 和 27年 昭 和 2 8年
__種 __回

火

火

焼

罹

焼

火

死

事

数

騒

数

数

数

額

者

室
ロ

棟

20件

13棟

8世帯

234.5炉子

7.814.800円

死者 1名、傷者 1名

35件

14件

16練

11世帯

1.264.5,平

27 . 6 7 9 . 8 0 0円

傷者 1名

失

損

傷

= 7 0 =



ⅢⅢ_

1  日

1  日

1  日

1  日

1回

1回

1回

市 民

平 均

平 均

平 均

平 均

平 均

平 均

平 均

1人 当

0.05+|

0,03,陳

0.6坪

21.383円

0.65棟

11.7坪

3CЮ.740円

174円

0.09件

004棟

3 . 4坪

76.000円

0.34棟

26坪

790.800円

6.020円

発 生  件  数

焼 失 棟 数

焼 失  坪  数

火 災 損 害 額

焼 失  棟  数

焼 失  坪  数

火 災 損 害 額

り 火 災 損 害 額

数

牧坪

坪

均平

築建

１

6.690「平

18坪

6.250"平

17坪

( 5 )  昭 和28年度火災状況

(イ)火 災損害月別調

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一
　

一

一
　

　

一
　

　

一

　

１

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一
　

　

一

５

　

５

　

　

　

７５

　

５

　

　

　

　

一　

　

一
　

　

　

　

一

８。

２

１

３

７

２‐

　

　

２

陀
世
一劉
用

一
一　

　

一
　

１

　

２

　

一
　

１

　

２

　

一
　

２

　

一　

　

一　

　

一

数

一延

一

一

２

１

１

７

一
　

１

　

２

全
焼
〓
‐
　
【

焼 失 坪 世帯者
損 害 見 積 額

物 1内 容 物 1合
ヨ
鋼
鋼
鋼
劇
劉

749.711,264.

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

棟 数

1半 焼 1哉 器
鶏 1損

236 0001

3 .

2021

841.

1.074.

22.827.

637.

36.

257.

334.

1.057.

173.

27.679・

31.

CO.

61

41.

31.7

90.

926.7

41.

一　　　　　　　　　　　　　一一を」「“〕

1 詰 堂
Ｈ

ス トーノ 過 熱

ス トーノ不始末

かまどの 過 熱

取 灰 の不始末

炉 火 の不始末

七 輪 の不始末

火 鉢 の不始末

炭 火 の 飛 火

火消炭の不始末

火消薪の不始末

一

一

１

１

１

一

一

１

一

１

　

１

　

１

　

一
　

　

一
　

　

一

１

　

１

　

一

　

１

(口) 原 因別火災状況

= 7 1 =



煙 突 の 飛 火

煙 突 の 過 熱

子 供 の 火 遊

放     火

ガノリン 引 火

軽 油 弓1火

石 油 コ ン ロ

乾燥1/tの過 熱

発動機の 飛 火

不     明

電 灯 の 過 熱

漏     電

残 火 の不始末

煙 草 の 吸 殻

言十

酬
洲
胡
判
淵
洲
刺
剣
酬
醐
刺
刺

５‐６

‐０２

４４６

２‐３

‐３

１

釣

２‐６

６。

８８９

１

　

４。５

卸

６７９

２３

　

　

　

　

　

　

　

　

２７

一

　

１

　

１

　

一
　

　

一
　

　

一
　

１

　

１

１

　

一
　

　

一
　

　

一

　

１

　

１

1

1

1

3

1

1

1

1

1

17

21   60.ら

43

1 6 . 5

938,75

1

1

1

1

1

1

(ハ) 火 災認知別比較表

(二) 月 別火災原因調

十
二
月

十

一
月

十

　

月

九
　
月

八
　
月

五
　

月

四

　
月

一
一　

月 君 1者
ス ト ー ノ 過 熱

ス ト ‐ ノ 不 始 末

カ マ ド の 過 熱

取 灰 の 不 始 末

炉 火 の 不 始 末

七 輪 の 不 始 末

火 鉢 の 不 始 木

炭 火  の  飛  火

火 消 薪 の 不 始 末

煙  突  の 飛 火

煙  突  の  過  熱

子 供 の 火 遊

放    '   火

ガ ノ リ ン 引 火

軽  油  引  火

1

1

1

!|  :
_ |   _

:十二
一

1   1

一1  1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

3

2

3

1

= 7 2 =
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損  害  額

一

一

一

一

１

１

１

１

４

　

．
　

　

６
．
５

　

８
　
０

]1

石  油   コ  ン  ロ

乾 燥 機 の 過 熱

発 動 機 の 飛 火

不     明

電 灯 の 過 熱

漏       電

残 火 の 不 始 末

煙 草 の 吸 殻

火 消 炭 の 不 始 末

計

市 部
郡 部

市 部
郡 部

市 部
郡 部

市 部
郡 部

市 部
郡 部

市 部
郡 部

市 部
郡 部

3 .

152.
60.

5.
.738.

1.074.

257.

214.
115.

356.
701.

173.

25。100・
2.579.

１

１

　

一

２

　

２

一
　

１

1

一
　

一

１

　

２

１

２

１

　

３

一
　

２６

９

一
　

一

一　

１

一
　

２

一
　

２

，
　

‐７

一

:|

1

区分十 度

一 月

二 月

二 月

四 月

五 月

六 月

七 月

八 月

九 月

十 月

十一月

十二月

計

一

一

　

一

１

１

１

　

一

１

１

一

二

西

３

３

一

２

取
一　‐７　一　一　一　一

火‐
司

３‐

倒

２
‐

生
４

　

２

　

４

　

一
　

１

地

団

団

団

団

街

分

市

　

分

分

分

内

団分

原

浜

浦

人

１

卯

北

鱒

呼

一　
７５
一　
一　
　
　
一　
一　
　
　
　
　
一　
　
　
一　
５

９３
　
　
　
４
　
２
　
　
２‐

帽
１５
　

５２

６
　
０２２
婢

部
部

部
部

部
部

部
部

部
部

部
部

市
郡

市
郡

市
郡

市
郡

市
郡

市
郡

世帯数 1 坪

分 団  別

7

3

3

2

(ホ) 市 部、郡部月別火災損害比較表

(へ) 市 街、分団別火災統計
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藻 琴 分 団

計 対
一
　

‐７ 五十 確劇 醐

１

１

「
上

卒
ｚ

ｌ

上

ヤ”い

１

１

「

一

″ｔ

ｌ

ｌ

一

改

１

１

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一　

２

　

一
　

一
　

１

　

一　

３

　

一
　

一
　

一　

‐８

‐６

‐７

‐８

‐９

２。

２‐

２２

２３

２４

２５

西

２７

郷

２９

卸

３‐

垢

十

一
‐
引

一
‐

‐

引

ゴ

刊

一
―

―

尉

引

＝

一
‐

ハ
‐

「

１
１

「

２
‐

刊

一
‐

封

＝

・
―

「

１１

湘

翻

‥

―一　
　
一　
　
一　
　
二

　
　
一
　

３
　
１

　

一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　
　
一　

１

　

一
　

１
　
１０

一

‐６

‐７

‐８

‐９

２。

２‐

２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

的

３‐

計

(6)最 近 2ヶ年日別時間別火災度数

1時| 1

1

1

1

1

1

!|
2,

11
10

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

11

12

1 3

14

15

1 6

17

18

1 9

20

21

22

23

24

計

２

　

一
　

２

　

一

時１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

「

‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

殉

２‐

２２

２３
、
２４

計

１

一

一

１

２

１

一

２

１

１

１

一

１

1

許

|

1

1

1

3
|
1 1

1

1

1

1

1

1

1



(7)最 近 6ヶ年火災比較表

出 火
1小
火 |

死  傷  者

死 者 1傷
者
損  害  額

6.590,7

16.699,

2.312.

16.832.

7 , 8 1 4 .

27。679.

年 別

昭和 23 年

昭和 24 年

昭和 25 年

昭和 26 年

昭和 27 年

昭和 28 年

災

帯

罷

世

失

数

焼

坪

失

数

焼

棟

1 1

1 3

14

17

1 0

1 8

7

11

1 2

1 0

17

1 1

2 0

25

29

2 0

35

2 0

22

2 0

27

1 3

17

448

563

269

701.

22

9

7

17

8

8

3

3

1

五十

233.6

1.264.5

1

1

1

2

3

1

ン
昭和 坪 数
十

勢年1件 数 JJl十
〒下下調巴
1lJ~1=同

1猛酸|

躍

駆

数

数

一
数

教

一
数

数

3:1 42.

判州 引

(8)最 近 5ヶ年月別蟻失努数及び火災件数
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(11) 誌政市 (塁掘需123牽:1と月占1昌)
月十日| 事 1 場 要

ql

―

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝

新年交社会

市吏員新年交礼

網走消防出初式

市役所御用始

北浜消防出初式

青年会議所総会

鱒浦消防出初式

卯原内消防出初式

弥快妥静吉

藻琴消防出初式

水道常任委員会

市長上京

選挙管理委員会

除雪対策打合会

成人祭

】ヒ大、舘脇教授来網

厚生委員会

課長会議

精神病院精神相談所祝察のため

道庁井上保健指導所長来網

商工会議所

市役所会議室

労め会鵠伴

市長室

市長室

市会議室

市長室

労47J会舘

教育養成寮

市長室

助役室

商工会議所

会議室

支庁

真ェ寺

千代菊

会議室

会議室

市内有志

市長出席

市長訂‖示

収入役出席

市長出忙

助役出席

堀北主事出席

大島課長出席

田辺、鈴木、窪田氏同行

モヨロ貝塚網走公園等につき
協議

護岸破損箇所視察

渉外事務打合

平和駅側線の件

用途地域変更の件

助役出席

全

三浦被師外一名来市

除雪対策打合会

総務委員会

青山政務次官来網

道渉外課員来網

旭鉄関係者来網

教育委員懇談会

大黒技師来網

杉本市会議員表彰披露

農業委員懇談会

和洋料飲旅舘組合新年会

民生委員連合総会

二十八年度国費補助工事事務打合会

綜合開発計画委員会

遺族連合会

市長招待新年宴会

岡田開発次長来網

道人事課長竹内氏来網

追小山主喜市内建築状況4見集

港湾委員協議会

除雪対策打合会

= 7 6 =
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農政懇談会

道都計画課武田技師街路整備視察

藻琴中園間道路改良工事中間検定

緊急上水道委員会

常任委員長協議会

水道農政連合委員会

スケート大会

札幌財務部事務官財政監査

冬期除書対策打合会

市制施行六周年記念式

緊急絡務委員会 (根北線問題)

中川、木下爾市議上京 (根北線問題)

労働会舘寄付打合会

陰需儒評
車の件打合 (網走駅長、網走土木現業所

日本鋼管大矢技師外一名懇談会

都市計画委員会        ‐

教育文化委員会

総務委員会             1

道路管理課真島次長来網

松田代議士一行歓迎会

建設基準法説明会

建築関係事務

港湾土木常任委員会
'        )

開発局営繕課員来網

道路愛護協会

流氷について懇談会

厚生委員会

オ七騎兵師団長来網
i       l

農民同盟総会

農政商工水産連合委員会

警察消防委員会

漁業協同組合総会

市議会 (25日、26日、27日)

営林局計画課長来網

保健婦業務研究会

新消防車入魂式

生活改善対策委員会

網走市内除雪寄付金募金

南ケ丘高校卒業式

向陽高校卒業式

青本国家公安委員長来網

小川札幌警察管区本部長来網

、都市計画委員会

地力増進農業共励会

開発部委員会    '

会議室

助役室

労伽会舘

会議室

助役室

網走開発建設部

会議室

労働会舘

助役室

全

企

市長室

商工会議所

労伽会舘

会議室

北光劇場

会議室

全

労伽会舘

市長室

助役室

商工会議所

会議室

=771=

市長出席

野田技師来網

網走スケート協会

勤続、皆勤、精勤表彰

市長出席

小島技師外二名来市

市長出席

市長、高木課長出席

浅沼ll■入役出席

林嘱託出席

Ｆ…
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総務委員会               _

蘇 卜ヽ愛誰純合山火予防対策協議会

,|IF作!ビ方数沖j所長来網

農業委員会    ‐

警察記念式             |

教育文化委員会  |    !・

土木災著関係技術並事務打合会   f

笠松巡査死亡に伴う警察消防委員会  '

災害復1日工事監査      r

受胎訓師並映画会        !

ド1治労協容員長占部秀男氏来網   i

捜政委員会    十        1

都市計画委員会      ''1｀
1

港浴土木委員会   |        1 1   '

売払資格決定打合会 !

総務委員会            |

港湾漁港脇会費徴牧のため松崎事務局長来網

課長会議

教貝養成所終了式

日本鋼管近藤課長米網上水道委員会
‐

市講、誓、(10・19,20.23.74.空!26.27)
道山本主事除雪負担金徴岐の件につき来網

道庁社会課北ナ|1主事来網

人事院尾崎研究課長全官公千葉局長来網

道、黒田労47J教育係長来網

通都市計画課大黒技師用途地域変更の件につぎ来綻

通都市計画課明石事業班長外一名来網

稲富八号橋災害復旧工事検定

課長会議

通都市計画課佐藤事務次長来網

根北開発期成会

昇任及異動発令、給仕新規採用

平和橋こ正式

営林署経構課長来網

札幌電 公々社建築部葛西用地係長来網

遠藤極樹氏公安委員に就任

1丁議会 (3日、4日)

衆議院議員候補者立会演説会

(伊藤、本名、松田)

全上 (永井、小笠原)

海岸町加工場汚水処理協議会

網走新橋
′
弁〔換工事及道路舗装工事実施調査

適立精神病院設置現地調査

平和橋中間検定     _

上水道特別委員会

市長室

商二会議所

会議室

会議室

網走支庁会議室

市長室

嘉多山

市長室 |  ト

企

助役室

全     、

市長室

労伽会舘

網走小校学

川湯

会議室

労働会舘

全

会議室

= 7 8 ′ ま

市長出席

千葉技師外二名出席

三国主事、島山技師来網

公共事業打合

網走土木現業所係官一行

綜合グランドエ事視察

市長出席

市長、助役訂‖示

市長出席

石山採石場所打合の為

建設部敷地内建物について

開発局上戸道路課長

高岡、音田南技師、吉川医師

建設省星予算係長一行

■
電

■
項



D

‐６

‐７

‐９

２０

２２

拓

網走港補修工事災害年岬工事視察  ―
i

選挙事務打合会  i

衆議院議員選挙投票        |

全  開 票            |  |

石油貯蔵庫設置、都計用途地調査  _

通港湾課中村次長外二名来網

道土本部道路課野田被師来網

参議院議員選挙          …

仝上開票

開発建設部建築敷地交渉

精神病院敷地調査

開発建設部庁舎敷地 (遠藤氏土地)交 渉打合会

総務厚生連合委員会

総務委員会

総合開発期成会臨時総会

釧路鉄道管理部長来網

鉄道施設整備特丹U委員会

坂田運用課長来網

all路地方裁判所課長来網

植樹祭        ‐  `

庁含増築特別委員会

林野整備委員会

民生援議会総会

道住宅課長一行来網

市役所職員組合設立総会、家族慰安会

観光協会総会

水産事務会議 (延縄入合に関する)

青少年不良化防止会議

農地交換分合計画委員会

道住宅課大和技師来網

道安井地方課長、山崎主事来網

市長上水道敷地視察

鮭鱒稚魚放流壮行会

助役、美岬キヤンプ訪間     !

道開発局高橋水産課長来網

自治庁関係官一行送迎

戸籍協議会 (20日、21日、22日)

無事故表彰式参列の為来網

道都計課総務係長新袖主事来網

農業委員会  i  i

道建築指導課長来網 |

建築基準法関係聴F月会       |

衛生事務担当者会議 |       |

総務委員会    十        1

港湾管理事務打合会 |       十  1

会議室

市長室

市長室

助役室

仝

支庁

助役室

助役室

企

労働会舘

労働会舘

商工会議所

会議室

労働会舘

公議室

温根湯、弟子屈

商工会議所

会議室

労働会舘

保健所

市長室

開発部

車 7 9章

課長及牧野主事出席

運輸省坂本建設課長
一行

道建築指導課小五技師

港湾祝禁のため

白井仁太郎氏中西林雨委員参

道建築部橋本営繕課長

木下、中西、林委員参加

裁判所敷地の件につき

公営住宅視察

融資住宅調査のため

港湾視察

助役、大内課長出席

栗林旭鉄局長

都市計画協会費の件につき
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上水道、商工水産連合委員会

桜 祭

市議会 ( 2 5日、2 6日、2 7日、2 8日)

選挙管理委員会懇談会

課長会議

小樽海運局長、総務部長来網

市議会休会中

農村電化打合会

通社会課次長山科主事来網

固定資産評価委員打合会
'教
育委員会

市議会

道議会衛生常任委員一行来網

教育委員会

道路愛護組合連合会総会

教育委員会

家畜建設委員会

北海道財務局長来網

育少年問題協議会

道立精神衛生相談所網走優生保護相談所並に網走

市立向陽ケ丘病院開院式

教育委員会

市議会再会

選挙管理委員会

能取湖閉塞河口調査

海浜地国有未関発地調査打合

桂ケ岡神社祭典

港湾管理現地敷設並土地引継下調査

運輸省吉村、三木雨氏来網港湾視察

米国大使舘員一行確詰工場視察

上水道起工式

旭川鉄追局長来網

農村電化協議会

観光協会理事会

課長会議

総務委員会

教育委員会

米領事ハイフアー氏来網

開発局笹間営繕部長外一名来網

】ヒ見財務部財務課長来網

厚生委員会

市長上京

美幌町大火

鉄道整備特別委員会

農業基本調査事務打合会

2

3

10

11

12

14

16

17

18

19

２３

２２

守 8 0‐

議会事務局

市長室

助役室

会議室

会議室

商工会議所

会議室

会議室

商工会議所

会議室

助役室

駒場

会議室

商工会議所

市長室

会議室

市会議室

市長室

会議室 ,

農林省竹内技官
道藤野技師来網

道谷川主事来網

道開発局自井事務官一行来網

開発建設部新築について

全上敷地について
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建設省上甲按官来網上水道調査 |

清浦中学校落成式

向暢高章学校火災 i

向陽高等学校復旧対策委員会

緊急臨時市議会  Ⅲ i■ it i

永井代議士向陽高校火災視察の為来相

火葬場落成式   |

援護法オ五次ノ■ツク会議     |

道立公園調査

向陽高校復旧対策委員会

北海道開発庁谷口次長一行視察の為来相

農林省水利課長来網 l        i

営林局前田整備係長来網

鎌塚道教育長来網 t  ― i‐|

公園調査懇談会  |

鮫島港湾協会理事、道港湾課長来網
‐

総務委員会        !

公園調査報告会 ″ |   ,

厚生総務委員会

農政委員会        '

市庁舎増築委員会

復旧対策常任委員会|   |.(

本間ゃ1可野再道教育委員来網

商工水産委員会  |

市議会         1 +

課長会議     |     ―

市役所人事異動発令        モ

公平委員会

海水浴場浜開き  |

新潟市議会議員―行相走港湾視察

部課長会議    モ

札幌国鉄支配人来網 !

向陽高校復旧対策委員会陳情出札報告会

総合開発委員会  ,        |

教育委員会    ,        十

通気通信局計画課長二行来網

新橋架換工事促進期成委員会 t`!

市庁舎増築特別委員会    !

道社会課三戸主事来網

公平委員会    '      ′

最高裁判官一行来網厚生花園視察 !

地方財政審議会木村清氏外一名来網

海上保安庁島米次長■行来網

吉岡弥生女史一行講演会

網走道立公園審議会 |

好 8 1 =

会議室

全

大曲

労伽会舘

会議室

入舟

助役室

議会事務局

ポンモイ浜

市長室

会議室

全

全

守屋市議宅

会議室

会議室

劫 鋼

会議会

助役出席

医療調査及福祉統計指導

|
r
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綜合家畜共進会

昭和公民術落成式

嘉多出中学校上棟式

教育委員会、市理事者、学校建築協議会

斜網地区町村長会議

道住宅課川尻主事外一名来網

適総合開発委員会事務局岡林氏外一名来網

楡金氏一行知床視察のため来網

市長市内測浦祝容

旭鉄運輸部長来網

鉄道特別委員会

旭川時事通信社支局長来網

市監蒼委員市内学校査察

平和橋渡橋式

鎌塚道教育長来網

公平委員会

総務委員会

最高裁判所判事藤田八郎氏外四名来網

道議会水産常任一行来網

庁舎増築特別委員会

都市計画協議会

教育委員会

参議院建設委員長石川議員来網鱒浦漁港調査

公平委員会協議 (22日、23日)   1

自由党三木、松回、中村、三代議士講演会

農業委員会

競輪大会 ′花火大会

民生委員協議会 (保護係)

市議会 (24日、25日)

労仇会舘運営委員会

坂田大蔵事務官、岡、山本爾道開発庁事務官、

道上本部管理課大橋技師起債関係調査

岡事務官、坂回事務官港湾視察

漁協組庁舎荷捌所落成式

道都市計画課長来網公共施設事業街路事務視察

道都市計画課長来網天都山道路視察

向陽高校復旧対策委員会

駒場公営住宅地銀祭

室蘭市監査事務局笠井氏来網 (事務視察)

教育委員会

天燃瓦斯発生 (帽子岩附近)に つき総務商工水産

常任委員会

公安委員会 (駅前交番移転地)

旭川監査事務局田中氏事務視察の為来網

庁舎増架特別委員会

= 8 2 と

会議室

駒場

会議室

東藻琴役場

市長室

浦士別

助役室

市長室

たちばな

会議室

全

労伽会鵠

労伽会舘

会議室

会議室

会議室

駒場

市長出席

工営部長出席

市長出席

8月3日より 3日間

市長出席

築港修築陳情
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公平委員会 (9日、lp日、11日)

万丸小学校教員住宅 12戸焼夫 !

民生委員協議会  |

1引 公園展覧会 i  l
網走婦人会主偶敬老会        【

171 港湾、土木、嵩工、水産委員合同協議基

農業委員会  十          1

庁舎増築特別委員会          ! i

農政常任委員会  '   |

戦波者慰霊法要

伊藤代議士ポンモイ道路及網定港視察

市議会

道開発庁地政課篠原技官、道都市計画課大熊主事

来網公共事業視察

新橋架換工事現場視察の為札幌郵政局保険部長高

柳賢二氏来rlg

公平委員会 (公開口頭審理)     |  |

公平委員会    '

能取小学校校舎増改築工事地鎮祭  ■  |

総務、港湾、土木連合委員会

嘉多山中学校新築工事落成式

通建築指導課島1影技師来IIB、建築状況視察

総務、港湾、土木連合委員会

水牧副知事婦紀歓迎会

1刻埋立地売払特別委員会

都市計画委員臨時懇談会

1馴 道 開発局営繕部建築課佐藤総理府抜官来網
・
豊郷公民舘落成式  ｀

  ・      … …

人造米試食会

冷害対策協議会

道都市計画課阿部技師来網都計事業視察

建設省建設事務官升本達夫氏企建設技官、吉田昭

雄氏来網 (都市計画事業祝察)

湧網線開通祝賀式  '

道庁地方課佐藤主事来網

厚生常任委員会

国有林払下促進特別委員会

斜網地区酪農振興対策協議会

岩内町監査委員事務視察のため来網

米村郷土博物舘長文化賞授与祝賀会

開発庁主幹川戸定吉氏外三名来網

道収入出納員税外係長高林氏、道主事永沼氏来網

都市計画街路事業調査

埋立地処分協議会

':=83=

市長室

労伝会舘

会議室

労働会舘

商工会議所

労働会舘

労働会舘

全

会議室

法龍寺

能取校

労働会舘

嘉多山校

会議室

入舟

会議室

工営部長室

会議室

全

議会事務局

市長室

会議室



撒

新橋架換工事促進期成委員会

綜合運動場体協委員会

図書舘運営委員会

斜網郡地区集約酪農建設期成会

新橋竣功渡橋式並祝賀会 (商工会議所)
一級国道 (ポンモイ道蕗)路 線変更予定視察のた

め開発庁福山事務官、宮田技官来網

国有林払下促進特別委員会

建築確認申請状況視察のため、林主事来網

教育委員会

農業委員会

冷害対策委員会

土木現業所庁舎落成式

昭和二十八年度失業対策事業開始打合会

教育委員会

浦士別中園間道路貫通式

市議会 ( 1 6日、1 7日、1 8日)

公共事業綜合グランド検定のため道都市計画課加

藤技師来網

公共事業施行指導のため石垣技師、近藤主事来網

上水道特別委員会

道建築指導課長外一名来網

(開発建設部油庫新築現地調査のため)

部課長会議

農業委員会

厚生常任委員会

公平委員会

御用納、市長挨拶、昇給発令

守屋市議宅

会議室

仝

新橋

市長室

会議室

全

会議室

総務部長室

会議室
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(12) 魅公官

北 海 道 網 走 支 庁

北 討 道開発庁 網走建 設 部

網 走 土 木  現  業  所

釧 路 地方裁判所 網 走 支 部

同   家 庭裁判所網走支部

同   検 察 庁 網 走 支 部

同   法 務 局 網 走支 局

網 走 簡 易  裁  判  所

網 走 区 検 察 庁

網 走 税 務 署

網 走 営 林 署

網 走 測 候 所

網  走   刑   務   所

網走刑務所 二 見 ケ岡出張 所

網 走 電 報  電  話  局

網 走 郵 便 局

網 走 南 四 条 郵 便 局

網 走 北 六 条 郵 便 局

大  曲  郵  便  局

卯 原 内 郵 便 局

呼 人 郵 便 局

藻 琴 郵 便 局

北  浜   妻 H  便   局

浦  士  別  郵  便   局

鱒  浦  郵 !便  局

網    走    駅

浜 網 走 _駅

呼   1  人
1    駅

鱒     浦 ‐     駅

藻     琴     駅

北     浜     駅

二  見 卜 'ケ !岡  駅

卯   原   内   駅

北  見  平  和  駅

能     取      駅

轟林省雀見統討評亀嘉
務葬

北海道教育委員会網走事務局

北海道食糧事務所網走出張所

北 海 道 網 走 保 険 所

北海道立水産試験場網走支場

北海道水産卵化場紀走卵化場

北6条西4丁目

新町29番地

新町25番地

字台町

同

同

南8条東6丁目

字台町   |

同     i

南8条東4丁目 !

南10条西1丁目

字台町

字三眺

字二見ケ岡

南4条東3丁目

同

南4条西3丁目

北6条西2丁目

字大曲

字卯原内

字呼人

字藻琴

字北浜

字浦士別

字鱒浦

新町

南3条西3丁目

字呼人

字鱒浦

字藻琴

字北浜

字二見ケ岡

字夕B原内

字平和

字能取

南4条東4丁目

】ヒ6条西3‐丁目

南2条西1丁目

】ヒ6条西1可
~目

北11条東1丁目

字呼人22番地
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話|
5 4 0

5 5 0

8 0 0

7 2 0

7 2 1

4 0 3

4 5 6

7 2 0

4 0 3

1 6

4 6

1 2 1

7 0 0

5 0 6

3 7 0

9 6

9 7

9 8

6 0

6 0

6 0

6 o

6 0

0 0

3 6 2

2 2 3

7 0 7

5 4 0

3 1 7

3 7 7

3 4 1

2 7 2

ガヽ

木

吉

佐

同

堂 ノ

佐

吉

岡

村

高

武

佐

佐 々

水

高

武

サll

片

田

滝

山

島

脇

瀬

同

但

鍵

野

大

遠

細

同

太

高

永

本

和

凋ヽ

関

島

村

田

藤

本

藤

村

部

上

橋

宮

田

藤 ト

木

上

橋

田

西

山

中

田

田

崎

坂

戸

野

原

越

野

藤

サll

田

田

井

間

田

塙

谷

直

弥

忠

四 郎

忠   雄

清 次 郎

政

久

了

林

武

雄

任

秀

弘

雄

郎

久

己

男

郎

三

武

吉

彦

広

郎

人

・雄

男

良

計

次

　

　

　

　

　

一二

義

清

良

道

文

三

武

正

多

米

孝

　

富

吉

盛

啓

稔

辰

正

三

雄

次

治

太

一

兄

政

幹

雄

　

男

文
　
重

郎

武

治

治

雄

三常

　

文

敬

定

イIⅢgア｀
_



北海道海運局調|1路支局網走出張所

海上保安部網走警備救難署

北海道水産物検査所網走派出所

網 走 公 共 職 業 安 定 所

能 取 岬 航 空 標 識事務 所

網 走 港 航 路 標 識 事 務 所

日 本 専売公社網走出張所

北 見 放 送 局 網 走放送 所

網  走  警  察  署

網 走 市 役 所

網 走 消 防 署

網 走 市 立 図 書 舘

網 走 郷 土 博 物 舘

網 走 市 立 労 伽 会 舘

網 走 市 立 保 育 所

網 走 市 立 教 育 研 究 所

網 走 市 教 員 養 成 所

南3条東4丁目

北1条西1丁目

北4条西2丁目

南2条東1丁目

字美岬

南6条東6丁目

南1条西3丁目

桂町

南6条東4丁目

南6条東4丁目

南2条東1丁目

南6条東5丁目

字桂町

同

字新町

南6条東4丁目

南10条西4丁目

3 5 9

3 9 0

5 7

5 6 0

2 2 0

9 0

5 9 5 甲

5 6 0

藤

羽

郷

幡

本

原

曽

末

藤  ト

村

良

崎

喜 男  術

一

郎

輔

郎
告

太

寅

啓

佐

三

熊

佐

鶴

須

八

藤

同

林

鴫

阿

有

遠

信

清

泰

藤

龍

次

次 郎

蔵

夫

吉
!F‐
争

久

蔵

〓
一
久

士
日
　　
，―，円

北 海  道  新  聞  社  網 走支局

】ヒ 海  日 日 新 聞 社 網 走支局

Jヒ海 タ イ ム ス 社 網 走支局

毎  日  新  聞  社 網走通信部

株式会社 網  走  新  聞  社

株式会社 網  走  新  報  社

網 走 製 氷 株 1式 会 社

株式会社 網  走  ト ラ  ツ  ク

網 走 パ ス 株 式 会 社

株式会社 網  走  ハ  イ  ヤ  ー

日本通運株式会 社 網 走 支 店

株式会社 網 走 月ヽ 型 運 送 社

北 海 道 拓 殖 銀 行 網 走 支 店

北 陸 銀 行 網 走 支 店

北 海 道 銀 行 網 走 支 店

北 洋 相 互 銀 行 網 走 支 店

網  走  信  用  金  庫

日魯漁業株式会社網走事業所

同       網 走冷凍工場

(13)圭 なる新聞祉 命泄工場組合

1所 在 地

南5東2

】ヒ1ラ馬2

引ヒ9フョ2

南5東1

南4東4

南5虜善

南1西3

新町

南2東1

南C西1

南4西3

新町

南4東2

南4東1

南4西1

南4東2

南4東3

南4東6

南1西1

絶連揮繰蓋畷
同組合連合会

網 走 水 産 冷 藤 株 式 会 社

網 走 冷 温 倉 庫 株 式 会 社

北 見 食 品 工 業 株 式 会 社

同 和 食 品 株 式 会 社

雪印乳業株式 会 社 網 走 工 場

三 洋 造 船 株 式 会 社

株式会社 道  東  造  船  所

網 走 工 機 株 式 会 社

北海道電力株式会社網走営業所

株式会社 電

極 光 確

網 走 食 料

北 東 水 産

村 上  水

山 田 水 産

佐 々 木 i

社

詰 株 式 会 社

品 卸 株 式 会 社

工 業 株 式 会 社

産 株 式 会 社

工 業 株 式 会 社

水 産 株 式 会 社

ソ
ー

南3東6

南1西2

南3東5

新町

】陣東1

緑町

】ヒ2ロヨ2

北1西1

南7東7

南4西4

南3東2

Jヒ1ラ馬2

南3西2

南4東3

南4東4

ゴヒ3炉馬2

南8東4

北7東1

と
専
　
争
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林 水 産 株 式 会 社

ダ



一
）

相 互 水 産 株 式 会 社

北 見 水 産 工 業 株 式 会 社

網 走 共 立 油 脂 株 式 会 社

網 走 油 脂 工 業 株 式 会 社

網 走 製 材
｀
株 式 会 社

網 走 木 材 工 業 株 式 会 社

卯 原 内 製 材 株 式 会 社

網 走 商 工 会 議 `所

網 走 漁 業 “協 同 組 合

西 網 走 漁 i業 1協■同イ組
t i合

北 見 鮭 鱒 t汽
i寒
協1 1早1紅 合

北海道焼竹輪協同組合網走支所

網 走 市 農 業 ・協 同 、組 ↓合

網 走 市 中 央 i農
f業
∴協子同 組 合

西 網 走 農 業 協
!同
組 合

南 網 走 農 業 協 同 「組 合

網 走 市 陥 農 詳 切 ド円 理 合

網 走 市 生 活‐ギ協 同 1組 合

市 国 民 健 康 保 険 組 合

株式会社 木

株式会社 大

株式会社 田

株式会社 石

株式会社 林

株式会社 水

田 辺 酒 造 株
・
式 会 社

三 ツ 潜 漁 業 株 式 会 社

網 走 清 掃 株 式 会 社

聖 !太 建 卜設 株 式 会 ―社

北 海 道 ジ ヤムエ業 協 同 組 合

網  走  市  森  林  組  合

千 代 回 生 命 保 険 相 互 会 社

大 同 生 命 保 険 相 互 会 社

北見菱雄石炭販売株式会社網走支店

三 光 石 炭 販 売 株 式 会 社

網 走 オ ー 石 炭 株 式 会 社

白井 石炭 石油 販売 株 式 会 社

北 海 道 澱 粉 株 式 会 社

北海 道 製 綱 株式 会 社 網 走工 場

網  走  時  事  放  声  社

株式会社 木  下  鉄  工  場

東 陽 油 脂 工 業 所

網 走 土 木 建 築 株 式 会 社

網 走 土 木 工 業 株 式 会 社

網 走 石 材 工 業 株 式 会 社

丸 網 水 産 株 式 会 社

興 北 漁 業 株 式 会 社

北 進  漁  業  株  式  会  社

東 出 水 産 有 限 会 社

共 栄 水 産 株 式 会 社

南6東2

南ア束6

Jヒ3万臣1

海岸町

】ヒ22ヨ2

南5束3

ジD原内

南3東2

南2東3

イ宰呼人

:南3東4

1南4束2

南6東3

字藻琴

字タコ原内

il字】ヒ浜

綜町

南4東2

南4東4

新町

南4東1

南4東1

南2東1

南4東3

南3東2

南4東1

引ヒ3尼ョ1

南7西3

南9西4

字卯原内

南8東4

南4西3

南6東1

新町

新町

南4西4

南8束4

新町

北7西4

南4西1

新町

字鱒浦

】ヒ10フヨ3

新町

南8東3

海岸町

南6東6

南3東5

南4東6

北3東1

下

和

組

屋

店

一店

店

店

本

商

商

商

辺

栗

屋

野

▼
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ハア
一玉
駈
村
か
ら
　
こ鷲
ポ
と
け
て

街
も
港
も
　
ヨ
イ
ャ
ノ
レ
　
薄
化
粧

鴎
あ
と
追
う
　
　
あ
と
追
う
沖
は

≡
宝

船

　

ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ

呼
ん
で
　
呼
ん
で
お
く
れ
よ
　
帽
子
岩

ナ
テ
　
納
走
よ
い
と
こ
　
ナ
ツ
テ
モ
ヨ
イ
ヨ
イ

ハ
ア
　
あ
ち
ら
知
床
　
＞」
ち
ら
は
能
取

中
の
モ
ヨ
ロ
　
は
ヨ
イ
ヤ
ノ
レ
　
夢
の
跡

花
も
嘱
く
　
さ
さ
や
く
丘
の

郷
上
舘
　
　
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ

君
の
　
君
の
こ
こ
ろ
に
　
虹
架
け
る

ナ
テ
　
網
走
よ
い
と
こ
　
ナ
ツ
テ
モ
ヨ
イ
ヨ
イ

ハ
ア
　
雲
の
羽
衣
　
ひ
と
さ
し
舞
え
ば

風
も
浮
か
れ
る
　
ヨ
イ
ヤ
ン
レ
　
天
都
山

千
草
模
様
の
　
模
様
の
裾
に

う
か湖
二
つ
　
　
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ

合
せ
　
合
せ
鏡
で
　
誰
う
つ
す

ナ
テ
　
網
走
よ
い
と
こ
　
ナ
ツ
テ
モ
ヨ
イ
ヨ
イ

ハ
ア
　
香
る
海
幸
　
野
の
幸
抱
い
て

日
毎
色
増
す
　
ヨ
イ
ャ
ノ
レ
　
街
の
幸

招
く
ネ
オ
ン
も
　
ネ
オ
ン
も
月
も

よ
い
港
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